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3 25月 日発行 

　「いずしの春を告げるひな祭り」と題したひな人形の展
示会を、出石史料館で開催しています。 
　地元の方々からお借りした古きよき時代をしのばせるお
ひなさまたちがにぎやかに集い、美しさを競い合っています。 
　４月６日まで開催していますので、出石の伝統的町家の風
格を残す出石史料館で、春のひと時をのんびりと過ごして
みませんか。 

　「いずしの春を告げるひな祭り」と題したひな人形の展
示会を、出石史料館で開催しています。 
　地元の方々からお借りした古きよき時代をしのばせるお
ひなさまたちがにぎやかに集い、美しさを競い合っています。 
　４月６日まで開催していますので、出石の伝統的町家の風
格を残す出石史料館で、春のひと時をのんびりと過ごして
みませんか。 
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　状況と未来を切り 拓 くための「平成２１年度豊岡市予算案」がまとまりました。皆さんが納め
ひら

る税金や国・県からの補助金などが、まちづくりのためにどのように活用されるのか紹介しま
す。なお、この予算案は、豊岡市議会３月定例会で審議されています。

《問合せ》財政課�２１－９０１４

平成２１年度豊岡市予算案がまとまりました 

12会計  総額で750億円 

　

平
成　

年
度
の
予
算
（
表
１
参

２１

照
）
は
、
一
般
、
特
別
、
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た　

会
計
の
総
額
が

１２

７
４
９
億
８
、
２
９
５
万
円
、
前

年
度
と
比
べ
０
・
４
％
減
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
老
人
保
健
医

療
事
業
の
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

へ
の
移
行
に
よ
る
影
響
を
除
く
と

０
・
６
％
増
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
予
算

額
は
、
４
４
３
億
８
、
２
３
６
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
７
・
３
％

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
地
域
と
市
民

２１

の
生
活
を
守
る
た
め
、
き
め
細
か

な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

厳
し
い
情
勢
下
に
あ
る
現
在
の
状

況
と
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
た

め
の
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
の
実
施
で
は
、

民
間
活
力
の
導
入
や
補
助
金
改
革

な
ど
に
よ
り
、５
億
６
、７
０
０
万

円
の
効
果
額
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

市
債（
借
金
）は
、
市
民
生
活
の

向
上
の
た
め
の
施
設
整
備（
道
路
・

学
校
な
ど
の
整
備
）
に
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
市
債
は
、
将
来
的
に

施
設
を
利
用
す
る
市
民
の
方
に
も

返
済
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

世
代
間
の
公
平
を
図
る
大
切
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
市
債
残
高

２１

（
表
２
参
照
）は
、
一
般
会
計
分
が

６
３
２
億
円
、前
年
度
と
比
べ
２
・

７
％
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ

れ
に
特
別
・
企
業
の
す
べ
て
の
会

計
を
合
わ
せ
た
全
市
債
残
高
は
、

１
、
４
３
２
億
４
、
６
５
０
万
円
、

前
年
度
と
比
べ
２
・
３
％
減
と
な

る
見
込
み
で
、
市
民
１
人
当
た
り

〔
平
成　

年
２
月
１
日
現
在
人
口

２１

（
住
民
基
本
台
帳
＋
外
国
人
登
録

総
数
）
９
０
、
１
２
７
人
〕
に
す

る
と
約
１
５
９
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、
他

予

算

の

概

要

一
般
会
計
は

４
４
３
億
８
、２
３
６
万
円

市
債
残
高
は１

、４
３
２
億
円

（表１）

市税 
101億2,101万円 
　　　 （22.8％） 

諸収入 
20億4,023万円（4.6％） 

地方譲与税 
4億3,016万円（1.0％） 

地方消費税交付金 
7億5,087万円（1.7％） 

県支出金 
24億745万円 
（5.4％） 

その他 
3億6,448万円（0.7％） 

国庫支出金 
27億9,530万円 
（6.3％） 

市債 
51億8,970万円 
（11.7％） 

繰入金 
13億6,707万円（3.1％） 

使用料および手数料 
11億3,845万円（2.6％） 

分担金および負担金 
5億8,206万円（1.3％） 

その他 
2億9,558万円（0.7％） 

地方交付税 
169億円（38.1％） 

歳入 

自主財源 
（35.1%） 

依存財源 
（64.9%） 

一
般
会
計
・
歳
入

財
政
調
整
基
金
か
ら

５
億
２
、８
１
８
万
円　

取
り
崩
し

（グラフ１） 会計別予算一覧一般会計・目的別予算の内訳

前年度比予　算　額区　　　分

＋７．３％４４３億８，２３６万円一般会計

△１２．２％１６７億１，４６１万円特別会計

０．０％８８億　　７８０万円国民健康保険事業（事業勘定）

△１６．４％７，４３４万円国民健康保険事業（直診勘定）

△９９．１％７３５万円老人保健医療事業

△１．３％８億４，９１８万円後期高齢者医療事業

＋６．１％６６億９，６５９万円介護保険事業

＋８．８％１億６，９５６万円診療所事業

△８９．３％１，９３４万円墓地公園事業

皆減－　簡易水道事業

△８４．０％９，０４５万円宅地事業

△６．８％１３８億８，５９８万円企業会計

△６．６％４５億７，２２９万円水道事業

△６．８％９１億　７３５万円下水道事業

△１０．７％２億　６３４万円農業共済事業

△０．４％７４９億８，２９５万円合　　　　　計

平成２１年度　豊岡市予算案

（表２）

市債残高会　計

６３２億円一　般

１億円特　別

７９９億円企　業

１，４３２億円合　計

１５９万円市民１人当たり

平成２１年度末見込み

市債残高
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民生費 
91億6,559万円 
（20.6％） 

公債費 
81億1,374万円 
（18.3％） 

衛生費 
67億8,501万円 
（15.3％） 

土木費 
61億9,882万円 
（14.0％） 

教育費 
46億1,258万円 
（10.4％） 

総務費 
45億4,746万円 
（10.2％） 

商工費 
15億7,936万円（3.6％） 

消防費 
14億1,223万円（3.2％） 

農林水産業費 
13億7,467万円（3.1％） 

議会費 
2億7,524万円（0.6％） 

予備費 
1,000万円（0.0％） 

諸支出金 
1億円（0.2％） 

労働費 
2億766万円（0.5％） 

歳出 

人件費（20.2％） 
　市長、議員、職員などの給料や諸手当など 

89億7,571万円 

義務的経費（27.9％） 
　扶助費や公債費などの支出が義務付けら 
れ、任意に削減できない経費 

123億5,954万円 

一般行政経費（39.0％） 
　施設の維持管理費や補助金、特別会計へ 
の繰出金などの経費 

173億335万円 

投資的経費（12.9％） 
　道路、公園、その他施設の建設などの整備 
に要する経費 

57億3,376万円 

その他（0.0％） 
予備費 

1,000万円 

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
、
国
県
支
出
金
、
市
債
等
が

歳
入
の　

・
９
％
を
占
め
る
極
め

６４

て 
脆
弱 
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
い
じ
ゃ
く

　

中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
で
、
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付

税（
ど
の
自
治
体
で
も
必
要
最
小

限
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お
金
）

は
、
１
６
９
億
円
で
、
全
体
の　

・
３８

１
％
を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
と

比
べ
４
・
３
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
景
気
後
退
な
ど
に

伴
う
緊
急
対
策
と
し
て
、
国
が
創

設
し
た
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
に

よ
る
増
な
ど
を
見
込
ん
で
い
る
た

め
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
な
ど
を
す
る

た
め
に
借
り
入
れ
る
市
債
を　

億
５１

８
、
９
７
０
万
円
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

一
方
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る

市
税
は
、
１
０
１
億
２
、
１
０
１

万
円
、
歳
入
全
体
の　

・
８
％
を

２２

計
上
し
て
い
ま
す
が
、
法
人
市
民

税
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
５
・
０
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金（
貯
金
）

か
ら
５
億
２
、８
１
８
万
円（
財
源

不
足
を
補
う
も
の
と
し
て
は
、
４

億
５
、
０
０
０
万
円
）
を
取
り
崩

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成　

年
度
末
の

２１

基
金
の
残
高（
表
３
参
照
）は
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
す
べ
て
の
基
金

を
合
わ
せ
る
と
、
１
３
６
億
２
、

８
６
０
万
円
、前
年
度
と
比
べ
５
・

６
％
減
と
な
る
見
込
み
で
、
市
民

１
人
当
た
り
に
す
る
と
約　

万
円

１５

に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳
（
グ

ラ
フ
２
参
照
）
で
、
最
も
多
い
も

の
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の
充

実
な
ど
に
充
て
る
民
生
費
で
、　
９１

億
６
、５
５
９
万
円
、
全
体
の　

・
２０

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

借
金
返
済
に
充
て
る
公
債
費
が　
８１

億
１
、
３
７
４
万
円
で　

・
３
％
、

１８

衛
生
費
が　

億
８
、
５
０
１
万
円

６７

で　

・
３
％
と
、
高
い
数
値
で
続

１５

い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
３
参
照
）、人
件
費
は　
８９

億
７
、５
７
１
万
円
、前
年
度
と
比

べ
３
・
０
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
１
２
３
億
５
、

９
５
４
万
円
、前
年
度
と
比
べ
４
・

６
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
将
来
に
わ
た
る
公
債
費

負
担
の
軽
減
の
た
め
、
国
の
制
度

に
基
づ
い
て
一
部
を
繰
上
償
還
す

る
こ
と
に
よ
る
公
債
費
の
増
額
が

要
因
の
１
つ
で
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は　

億
３
、

５７

３
７
６
万
円
、前
年
度
と
比
べ　

・
５４

５
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
経
常
収

２１

支
比
率（
※
注
１
）は　

・
９
％
を

８８

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政

の
健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比

率（
※
注
２
）は　

・
３
％
と
な
り
、

１９

国
の
定
め
る
水
準
の　

％
を
上
回

１８

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

※
注
１
…
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対

す
る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当

比
率
で
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指

標※
注
２
…
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の

割
合
を
示
す
指
標
で
連
結
決
算
の

考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

（グラフ３）
（グラフ２）

一
般
会
計
・
歳
出

民
生
費
に

　

億
６
、５
５
９
万
円

９１

一般会計・歳出の性質別内訳

（表３）

基金残高基　　金
３０億円財政調整
８５億円特定目的
９億円定額運用
１２億円特別会計
１３６億円合　　計
１５万円市民１人当たり

平成２１年度末見込み

基金残高
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□
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策　
　
　
　
　

９
６
２
万
円

　

豊
岡
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
等
の
策
定

や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
市
民
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
、
感

染
防
止
の
た
め
の
物
資
の
備
蓄
を
開
始
し
ま
す
。

□
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
強
化　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

４４

　

消
費
生
活
相
談
が
複
雑
化
、
高
度
化
し
て
お
り
、
研
修
を

充
実
さ
せ
、
高
度
で
専
門
的
な
消
費
生
活
相
談
へ
の
対
応
力

向
上
を
図
り
ま
す
。

□
結
婚
の
お
祝
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

６０

　

婚
姻
届
を
提
出
し
た
方
に
新
た
な
門
出
を
祝
い
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
写
真
を
使
用
し
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
お
祝
い
品
と
し

て
、
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
手
渡
し
ま
す
。

□
生
涯
健
康
推
進
事
業
の
推
進　
　
　
　
　
　

１
２
５
万
円

　

健
康
づ
く
り
講
演
会（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
）の
開
催

や
歩
キ
ン
グ
の
普
及
啓
発
を
行
い
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の

定
着
を
図
り
ま
す
。

□
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
の
整
備　
　
　
　

億
９
、
２
３
８
万
円

２２

　

豊
岡
病
院
跡
地
に
、
市
の
健
康
増
進
施
策
の
中
核
的
機
能

を
持
つ
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
ま
す
。

□ 
稲  
葉  
川 
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

い
な 
ん
ば 
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
９
、
４
１
０
万
円

　

国
や
県
の
円
山
川
本
流
築
堤
･
稲
葉
川
改
修
工
事
と
共
に

稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。（　

年
度
）

２５

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
農
村
環
境
整
備
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
８
４
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
水
田
や
餌
場
環
境
づ
く
り
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
ビ
オ
ト
ー
プ
や
冬
期
湛
水
に
対
す

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
対
策
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
３
３
万
円

　

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
と
周
辺
地
域
を
含
む
円
山
川
下

流
域
を
国
際
湿
地
条
約
で
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
対
象
地
域

と
し
て
、
平
成　

年
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ウ

２３

ノ
ト
リ
の
生
息
地
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

□
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備
に
係
る
地
域
振
興
計
画

　

事
業
の
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、
９
７
１
万
円

　

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
竹
野
町
森
本

区
・
坊
岡
区
地
域
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
両
区
の
地
域
振
興

関
連
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

□
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
等　
　
　
　

２
億
１
８
５
万
円

　

地
域
間
の
情
報
通
信
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
エ
リ
ア
拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
上
テ
レ

ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
自
主
共
聴
組
合
の
施
設
改
修

費
用
を
支
援
し
ま
す
。

□
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進　
　

２
２
３
万
円

　

兵
庫
県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
せ
、
豊
岡
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
交
通
２
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実
や
名

探
偵
コ
ナ
ン
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
で
誘
客
拡
大
を
図
り
ま
す
。

□
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進　
　
　
　
　

５
４
９
万
円

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定
に

向
け
て
、
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
普
及
啓
発
し

ま
す
。

□
獣
害
防
護
柵
設
置
の
推
進　
　
　
　
　

３
、
０
７
１
万
円

　

野
生
動
物
の
農
作
物
被
害
対
策
と
し
て
、
獣
害
防
護
柵
の

設
置
を
推
進
し
、
設
置
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

□
豊
岡
の
農
業
の
特
色
化
の
推
進　
　
　
　
　

４
２
９
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
大
豆
の
白
大
豆
や
黒
大
豆
、
菜
の
花
を
市
の

特
産
物
と
位
置
付
け
、
飼
料
作
物
と
と
も
に
農
業
者
に
対
す

る
出
荷
の
奨
励
支
援
を
行
い
ま
す
。

□
市
産
米
の
海
外
販
売
路
の
開
拓　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で
栽
培
し
た
お
米
の
海
外
に
お
け

る
販
売
市
場
を
開
拓
す
る
た
め
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る
ひ
ょ

う
ご
産
品
フ
ェ
ア
な
ど
へ
参
加
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

□
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業
の
拡
充　
　

２
、
１
４
０
万
円

　

中
小
企
業
な
ど
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企

業
融
資
制
度
の
拡
充
と
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

□
生
活
道
路
・
排
水
路
等
の
整
備　
　
　

３
、
０
０
０
万
円

　

各
区
の
生
活
道
路（
市
道
を
除
く
）・
排
水
路
な
ど
（
農
用

地
区
域
・
森
林
区
域
を
除
く
）
の
改
修
整
備
を
図
り
ま
す
。

□
立
野
大
磯
線
の
整
備　
　
　
　
　

１
億
７
、
９
０
０
万
円

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

持
続
可
能
な
「
力
」
を
高
め
る
ま
ち

平成２１年度　豊岡市予算案

平成２１年度主な事業

　平成２１年度予算は、状況と未来を切り拓くための予算とし
て編成しました。
　総合計画に定める多くの施策の実現のために、行政改革な
どによって生み出した限りある貴重な財源を防災・福祉・環
境・商工・観光・教育など各分野にわたり、その 礎 を構築します。

いしずえ

　なお、２１年度に計画している事業・施策のうち、新規事
業を中心に紹介します。

※（年度）…完成予定年度

▲市の健康増進施策の中核的機能を持
つ総合健康ゾーンを整備

▲コウノトリの生息地の保全対策事業
の実施（ハチゴロウの戸島湿地）

（イメージ図）（イメージ図）
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総
合
健
康
ゾ
ー
ン
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ら
び
に
立
野
区
の
防

災
用
の
道
路
と
し
て
、
市
道
立
野
大
磯
線
を
整
備
し
ま
す
。

（　

年
度
）

２４□
中
山
橋
の
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
、
０
０
０
万
円

　

但
東
町
中
山
に
連
絡
す
る
中
山
橋
の
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
、
架
け
替
え
ま
す
。（　

年
度
）

２２

□
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
広
場
の
整
備　
　

４
億
２
、
９
８
３
万
円

　

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
と
周
辺
の
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
充
実
に
合
わ
せ
、
駅
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
駅
前
広
場
を
整
備
し
ま
す
。（　

年
２３

度
）

□
Ｋ
Ｔ
Ｒ
但
馬
三
江
駅
の
整
備　
　
　
　
　
　

８
０
０
万
円

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
但
馬
三
江
駅
の
公
衆
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
駅
の
愛
称
を
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
駅
」
と
名
付
け
ま
す
。

□
竹
野
北
前
館
の
整
備　
　
　
　
　

２
億
３
、
０
０
０
万
円

　

新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
竹
野
北
前
館

を
海
の
エ
リ
ア
の
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
整
備
し
ま
す
。

□
緊
急
雇
用
の
創
出　
　
　
　
　
　
　
　

６
、
９
５
２
万
円

　

本
市
の
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
対
応
す
る
緊
急
的
な
雇
用
対

策
と
し
て
、
失
業
者
の
一
時
的
な
雇
用
就
業
機
会
の
創
出
を

実
施
す
る
と
と
も
に
民
間
企
業
な
ど
に
も
委
託
し
ま
す
。

□
但
馬
技
術
大
学
生
の
授
業
料
の
助
成　
　
　
　
　
　

万
円

９９

　

市
内
企
業
で
働
く
人
材
の
確
保
と
育
成
、
若
者
定
住
促
進

の
た
め
、
但
馬
技
術
大
学
校
生
の
授
業
料
を
助
成
し
ま
す
。

□
妊
婦
健
康
診
査
費
の
助
成
拡
充　
　
　

６
、
４
１
７
万
円

　

よ
り
す
こ
や
か
な
妊
娠
期
を
過
ご
し
、
安
心
し
て
出
産
期

を
迎
え
る
た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
費
用
に
対
す
る
助
成
を
現

行
の
５
回
分
か
ら　

回
分
に
拡
充
し
ま
す
。

１４

□
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備　
　
　

９
９
５
万
円

　

子
育
て
支
援
の
た
め
の
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
但
東
総

合
支
所
１
階
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
へ
移
転
し
、
整
備
し
ま
す
。

□
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
開
設
１
億
７
、
８
８
３
万
円

　

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
市
内

　

校
区
に　

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

２１

２３

放
課
後
子
ど
も
教
室
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

□
学
校
施
設
の
耐
震
化
と
改
修　
　

４
億
７
、
９
５
６
万
円

　

学
校
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
竹
野
小
・
豊
岡
北
中
・
港

中
・
日
高
西
中
学
校
の
耐
震
化
を
図
り
、
合
せ
て
教
育
環
境

の
保
持
に
必
要
な
箇
所
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

□
校
園
庭
の
芝
生
化　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
５
万
円

　

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
発
育
向
上
、
環
境
に
や
さ
し
い
学

校
づ
く
り
、
地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り
の
強
化
を
目
指
し
、

市
内
２
小
学
校
と
５
幼
稚
園
の
校
園
庭
を
芝
生
化
し
ま
す
。

□
学
校
給
食
米
飯
の
毎
日
の
実
施　
　
　
　
　

１
７
９
万
円

　

学
校
給
食（
週
５
日
）の
主
食
を
す
べ
て
地
元
産
の
米
飯
に

し
、
週
１
回
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
使
用
し
ま
す
。

□
次
世
代
育
成
支
援
対
策
後
期
行
動
計
画
の
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
９
万
円

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
次
世
代
育
成
支

援
対
策
後
期（
平
成　

〜　

年
度
）行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

２２

２６

□
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
の
計
画
の
策
定　
　
　

万
円

５４

　

幼
稚
園
・
保
育
所
が
よ
り
良
い
就
学
前
の
教
育
や
保
育
の

場
と
な
る
よ
う
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
の
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

□
資
母
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
１
億
８
、
７
８
０
万
円

　

木
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
よ
り
、
資
母
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
を
市
産
木
材
を
使
っ
て
建
設
し
、
地
区
公
民
館
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

□
地
区
公
民
館
の
整
備　
　
　
　
　
　
　

５
、
０
１
９
万
円

　

県
が
進
め
る
県
民
交
流
広
場
事
業
を
取
り
入
れ
、
三
江
・

中
竹
野
・
竹
野
南
の
各
公
民
館
を
改
修
し
、
ま
た
、
日
高
地

区
公
民
館
新
設
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

□
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
の
策
定　
　
　
　
　

１
２
２
万
円

　

行
政
改
革
委
員
会
な
ど
を
開
催
し
、
第
２
次
行
政
改
革
大

綱
・
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
事
務
事
業
評

価
を
実
施
し
、
よ
り
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

□
新
庁
舎
建
設
の
整
備　
　
　
　
　

１
億
２
、
８
０
２
万
円

　

新
庁
舎
建
設
の
基
本
設
計
を
実
施
し
、
実
施
設
計
に
着
手

し
ま
す
。（　

年
度
）

２４

人
生
を
楽
し
み
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

▲竹野北前館を新たな観光ニーズに対
応できるよう整備

▲新庁舎建設の基本設計を実施し、実施
設計に着手（現市役所本庁舎）

▲市内２小学校と５幼稚園の校園庭を芝
生化（豊岡小学校）

▲山陰海岸ジオパークは世界ジオパー
クへの認定を目指す（玄武洞）

▲ＪＲ豊岡駅舎のエレベーター設置と
駅前広場の整備

基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

▲幼稚園・保育所のあり方の計画を策定
（森本へき地保育園）
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３
月
２
日
、
平
成　

年
第
２
回

２１

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
、
市
長

が
新
豊
岡
市
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

市
が
目
指
す
べ
き
方
向
を
述
べ
た

後
、
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
提
出
議
案
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
市
が
目
指
す
べ
き
方
向
》

①
地
域
固
有
の
自
然
、
歴
史
、
伝

統
、
文
化
に
根
ざ
し
た
ま
ち

　

歴
史
・
伝
統
を
尊
重
し
、
工
夫

を
加
え
て
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
穏
や
か
さ
と
落
ち
着
き
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
激
し

い
都
市
間
競
争
を
生
き
抜
く
ま
ち

づ
く
り
の
戦
略
で
す
。

②
環
境
都
市
の
統
合
モ
デ
ル

　

本
市
は
、
生
き
も
の
と
の
共
生

で
は
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
分

野
で
最
先
端
を
行
く
環
境
都
市
を

目
指
し
ま
す
。

③
小
さ
な
世
界
都
市

　

地
域
固
有
の
資
源
に
根
ざ
し
た

環
境
統
合
モ
デ
ル
都
市
を
実
現
し
、

人
口
規
模
は
小
さ
く
て
も
世
界
の

人
々
に
尊
敬
さ
れ
、
市
民
が
誇
り

を
持
て
る
ま
ち
を
創
り
ま
す
。

《
主
な
施
策
等
》

　
 
稲  
葉  
川 
土
地
区
画
整
理
事
業
や

い
な 
ん
ば 
が
わ

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
等
を
行
い
、

防
災
・
減
災
力
の
向
上
に
努
め
、

消
防
・
救
急
体
制
、
消
費
生
活
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク

な
ど
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
、
母
子
保
健
事
業

の
拡
充
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
、
介
護

保
険
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
事
業

を
進
め
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿

地
を
核
と
し
た
円
山
川
下
流
域
等

の
エ
リ
ア
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
を
目
指
し
、
産
学
連
携
、
環
境

経
済
型
事
業
へ
の
補
助
な
ど
の
環

境
経
済
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

公
共
施
設
へ
の
整
備
、
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
事
業
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
ご

み
の
減
量
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
等
産
業
全
般
に
わ
た
る
振

興
策
を
再
構
築
し
、
経
済
成
長
戦

略
を
検
討
す
る
な
ど
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
努
め
、
兵
庫
県
大
型

観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ

せ
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
環
境
や
道
路
網
、
Ｊ

Ｒ
豊
岡
駅
前
の
広
場
整
備
、
市
営

バ
ス
「
イ
ナ
カ
ー
」
な
ど
公
共
交

通
の
確
保
・
充
実
に
努
め
、
地
域

情
報
化
も
推
進
し
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
事
業
の
推
進
な
ど
総
合
的

な
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
を

進
め
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
し
ま
す
。

　

校
園
庭
の
芝
生
化
な
ど
教
育
環

境
整
備
に
も
取
り
組
み
、幼
稚
園
・

保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
豊
か
な
人
材
育
成
の

た
め
、
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た

訪
問
団
の
海
外
派
遣
や
受
入
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
歴
史
・

伝
統
や
香
り
高
い
優
れ
た
芸
術
・

文
化
に
触
れ
、
日
々
の
暮
ら
し
を

楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

今
年
も
歌
舞
伎
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
母
地
区
公
民
館
、
中

竹
野
地
区
公
民
館
の
整
備
な
ど
生

涯
学
習
・
交
流
の
拠
点
づ
く
り
を

進
め
、最
も
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
あ
る
集
落
機
能
の
活
性
化
を
図

り
、市
民
の
ふ
れ
あ
い
や
、ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

豊
岡
地
域
で
は
、
玄
武
洞
公
園

の
整
備
、
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
推
進

事
業
等
を
実
施
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
野
生
復
帰
な
ど
の
取
組
み
を
国

内
外
に
情
報
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、

豊
岡
か
ば
ん
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
へ
の
取
組
み
や
空
き
店
舗
で

の
販
売
を
支
援
し
ま
す
。

　

城
崎
地
域
で
は
、
城
崎
温
泉
と

市
内
各
地
の
観
光
拠
点
を
有
機
的

に
連
携
さ
せ
、
多
彩
な
周
遊
ル
ー

ト
の
形
成
で
滞
在
型
観
光
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の

戸
島
湿
地
の
活
用
に
よ
り
城
崎
の

観
光
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

竹
野
地
域
で
は
、
海
・
川
・
山

を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、

参
加
体
験
型
・
滞
在
型
の
観
光
を

進
め
、「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」
の
確

立
や
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
真
夏
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
竹
野
北
前
館
の
改
修
を
進
め

ま
す
。

　

日
高
地
域
で
は
、
四
季
を
通
じ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
・
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
振
興
を
図
り
、春
・

秋
・
冬
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、神
鍋
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
を
支
援
し
ま
す
。
冒
険
家
植
村

直
己
の
功
績
も
顕
彰
し
ま
す
。

　

出
石
地
域
で
は
、
出
石
永
楽
館

な
ど
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
の
活
性

化
を
図
り
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
保
存
事
業
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
唯
一
栽
培

さ
れ
て
い
る
酒
米
フ
ク
ノ
ハ
ナ
に

よ
る
農
業
活
性
化
を
促
進
し
、
図

書
館
出
石
分
館
を
整
備
し
ま
す
。

　

但
東
地
域
で
は
、
シ
ル
ク
温
泉

「
や
ま
び
こ
」
と
た
ん
た
ん
温
泉

「
福
寿
の
湯
」を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
農
業
体
験
が
で
き
る
農
家
民

宿
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
な
ど

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
よ
り
、
交
流

人
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

《
主
要
項
目
》

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

河
道
掘
削
、
堤
防
強
化
、
無
堤

地
解
消
や
鳥
居
橋
架
替
工
事
は
平

成　

年
３
月
の
完
成
予
定
で
、
八

２２
代
排
水
機
場
整
備
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
円
山

 
川
橋
梁
架 
替
工
事
は
平
成　

年
３

き
ょ
う
り
ょ
う

２３

月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市 
政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
から 

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

■
市
政
の
運
営

■
人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち
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○
救
急
体
制
の
整
備

　

装
備
の
刷
新
を
図
り
、
救
急
救

命
士
、
認
定
救
急
救
命
士
を
計
画

的
に
養
成
し
ま
す
。

○
総
合
健
康
ゾ
ー
ン整

備
運
営
事
業

　

新
設
の
健
康
増
進
施
設
造
成
工

事
は
４
月
着
手
予
定
で
、
建
築
工

事
は
６
月
着
手
見
込
み
で
す
。
改

修
す
る
健
康
福
祉
施
設
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
検
討
中
で
す
。

○
豊
岡
市
老
人
福
祉
計
画
・
第
４

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
を
計

２１

２３

画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。　

歳
以

６５

上
の
方
の
保
険
料
は
改
定
の
予
定

で
す
。

○
第
２
次
霊
園
整
備
事
業

　

全
体
面
積
の
約
９
割
の
用
地
の

仮
契
約
を
締
結
し
、
供
用
開
始
は

平
成　

年
９
月
を
め
ど
に
し
て
い

２３

ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰

　

ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
は
、

４
月
２
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
を
活

用
し
て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
の
設

置
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設整

備

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
は
、
現

在
生
活
環
境
影
響
調
査
や
敷
地
造

成
基
本
設
計
等
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
年
度
に
は
、
一
部
の
用

地
買
収
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
市
役
所
自
身
の

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

市
役
所
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
平
成　

年
度
に
対
し
て
、
平

１９

成　

年
度
ま
で
に
８
・
８
パ
ー
セ

２５
ン
ト
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
事
業

　

栽
培
し
て
い
る
ナ
タ
ネ
は
、
学

校
給
食
の
天
ぷ
ら
油
と
し
て
使
用

し
、
使
用
済
み
油
は
車
や
農
業
用

機
械
の
燃
料
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

市
内
の
間
伐
材
等
を
ペ
レ
ッ
ト

な
ど
に
加
工
す
る
製
造
設
備
と
、

利
用
施
設
の
整
備
を
進
め
、
地
産

地
消
型
事
業
と
し
て
、
平
成　

年
２３

度
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

○
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

　

昨
年　

月
８
日
、
山
陰
海
岸
が

１２

「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
、
さ

ら
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定

を
目
指
し
ま
す
。

○
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

４
月
か
ら
本
番
を
迎
え
、「
コ
ナ

ン
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」
も
始
ま

り
ま
す
。
多
種
多
様
な
観
光
素
材

を
活
か
し
、
再
び
訪
れ
た
い
観
光

地
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
米
の
海
外
販
路
開
拓
と学

校
給
食

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」な
ど

の
評
価
向
上
と
海
外
輸
出
を
図
り
、

本
市
農
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
は
現
在
週
４

日
米
飯
か
ら
週
５
日
と
も
地
元
産

米
飯
と
し
ま
す
。「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
」
の
使
用
も
増
や
し
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
環
境
の
拡
大
に

つ
な
げ
ま
す
。

○
緊
急
雇
用
対
策

　

１
年
以
上
の
安
定
的
な
雇
用
機

会
の
創
出
を
図
る
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
基
金
事
業
と
６
カ
月
未
満
の

就
業
の
機
会
提
供
を
図
る
緊
急
雇

用
就
業
機
会
創
出
基
金
事
業
を
行

い
、　

人
の
雇
用
を
見
込
み
ま
す
。

４６

○
生
活
道
路
排
水
路
等
整
備

緊
急
対
策
事
業

　

当
面
、
平
成　

年
度
ま
で
を
想

２３

定
し
、
区
が
維
持
管
理
す
る
生
活

道
路
、
生
活
排
水
路
等
を
整
備
し

ま
す
。

○
校
園
庭
の
芝
生
化

　

子
ど
も
の
外
遊
び
増
に
よ
る
心

身
の
発
育
向
上
、
環
境
の
改
善
効

果
な
ど
を
期
待
し
、
校
園
庭
芝
生

化
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
ま
す
。

○
組
織
の
見
直
し

　

市
の
商
工
観
光
部
を
経
済
部
に

名
称
変
更
し
て
経
済
振
興
課
を
設

置
し
、
地
籍
調
査
推
進
室
を
地
籍

調
査
課
へ
、
こ
ど
も
企
画
室
を
こ

ど
も
企
画
課
へ
変
更
す
る
な
ど
の

組
織
改
正
を
行
い
し
ま
す
。

○
情
報
発
信　

　

豊
岡
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
お
よ
び
「
企
業
誘

致
」
に
お
け
る
情
報
発
信
戦
略
を

検
討
し
ま
す
。

○
行
政
改
革

　

現
在
進
め
て
い
る
計
画
は
、
平

成　

年
度
ま
で
の
計
画
で
す
。
そ

２１
こ
で
、
次
の
計
画
と
し
て
、
平
成

　

年
度
か
ら　

年
度
の
第
２
次
行

２２

２５

政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

○
経
済
成
長
戦
略
策
定

　

策
定
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

戦
略
の
方
向
性
と
重
点
的
に
取
り

組
む
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を　

月
１１

末
を
め
ど
に
策
定
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設

　

昨
年　

月
に
新
庁
舎
建
設
基
本

１２

構
想
を
策
定
し
、
建
設
位
置
を
現

在
地
と
決
定
し
ま
し
た
。
３
月
中

に
基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。
現
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
活

用
の
方
策
を
探
り
ま
す
。　

○
簡
易
水
道
事
業
の
法
適
化
等

　

４
月
か
ら
簡
易
水
道
事
業
に
地

方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
と
上
水
道
を

一
つ
の
会
計
で
経
営
し
、
一
層
の

経
営
健
全
化
、
効
率
化
を
図
り
ま

す
。

○
竹
野
北
前
館
の
改
修

　

海
エ
リ
ア
の
観
光
振
興
お
よ
び

地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設
を
目
指

し
、
７
月
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

○
道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」

周
辺
施
設
あ
り
方
の
検
討

　

道
の
駅
「
神
鍋
高
原
」
周
辺
施

設
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
答
申

を
受
け
、
改
修
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
農
林
漁
業
体
験
実
習
館

は
、
引
き
続
き
㈱
日
高
振
興
公
社

を
指
定
管
理
者
と
す
る
議
案
を
今

議
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
競
輪
訴
訟

　

長
年
争
わ
れ
て
き
た
競
輪
訴
訟

は
、
す
べ
て
被
告
市
（
本
市
を
含

む　

市
）
側
が
勝
訴
し
ま
し
た
。

２０
○
生
活
支
援
定
額
給
付
金
等
の給

付

　

３
月
２
日
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
内

に
「
豊
岡
市
定
額
給
付
金
・
子
育

て
応
援
特
別
手
当
実
施
本
部
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
近
日
中
に
各
世

帯
に
給
付
申
請
書
を
送
付
し
、　
２６

日
に
は
第
１
回
給
付
金
な
ど
を
振

り
込
む
予
定
で
す
。

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
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第第66回回 東東井井義義雄雄賞賞「「いいののちちののここととばば」」のの
入入賞賞作作品品発発表表会会・・記記念念講講演演会会をを

開開催催ししままししたた

▲東井義雄賞の受賞作品を披露する受賞者〔出席者２人・濱野卓也さん（左）と牧瀬　隆さん（右）〕

　２月２８日、第６回　東井義雄賞「いのちのことば」入賞作品発表会・記念講演会を
但東町出合の但東市民センターホールで開催しました。
　この賞は、いのちの教育を探求し続けた日本を代表する教育者・東井義雄さん（但
東町佐々木出身）の遺徳を顕彰し、その理念を後世に伝えるために創設したものです。
　今回は、「私にとって忘れられない家族のあの一言」をテーマに募集したところ、
全国各地から７２１編の作品を応募いただきました。
　発表会当日は、最優秀作品の東井義雄賞５編を含む入賞作品１００編（秀作１０編、特別
賞１０編、佳作７５編）を発表し、対象者に中貝市長から賞状や記念品などを贈りました。
　また、式典終了後には、記念講演会として、選考委員・岡山大学教育学部教授の菅
原　稔さんに『いま東井義雄先生が語りかけるもの～「村」と「いのち」と教育と
～』と題し、講演いただきました。　　　　《問合せ》教育委員会但東分室�２１－９０３６

　

私
た
ち
が
当
た
り
前
に
生
活
し

て
い
る
こ
の
村
を
、
ど
れ
だ
け
目

を
向
け
て
大
切
に
す
べ
き
存
在
と

し
て
見
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

せ
っ
か
く
き
れ
い
な
川
が
あ
る

の
で
す
。
そ
の
川
に
改
め
て
目
を

向
け
、
改
め
て
耳
を
傾
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
東
井
さ
ん
は
「
確
か
に

都
会
に
は
但
馬
地
域
に
無
い
も
の

が
あ
る
。
け
れ
ど
、
都
会
に
は
無

く
て
但
馬
地
域
に
あ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
ん
だ
。
あ
る
も
の
が

あ
る
も
の
と
し
て
の
働
き
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
、
あ
る
も
の
に
目

を
向
け
て
い
な
い
こ
と
、
ど
う
せ

あ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
目

で
し
か
見
な
い
私
た
ち
の
生
き
方

の
問
題
だ
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
素
晴
ら
し
い
言
葉
を
聞
い

て
い
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
言
葉
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、

そ
の
言
葉
を
受
け
止
め
、
記
憶
し
、

書
き
留
め
て
保
存
し
た
、
そ
の
努

力
が
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
言
葉

を
語
ら
れ
た
方
が
賞
を
受
け
た
の

で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
を
受
け
止

め
ら
れ
た
あ
な
た
が
賞
を
受
け
ら

れ
た
の
で
す
。

　

当
時
、
東
井
さ
ん
に
よ
く
悩
み

を
相
談
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
東

井
さ
ん
は
「
そ
う
な
る
よ
う
に
あ

な
た
が
努
力
し
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
好
き
な

東
井
さ
ん
の
言
葉
に
「
太
陽
は
夜

が
明
け
る
の
を
待
っ
て
昇
る
の
で

は
な
い
。
太
陽
が
昇
る
か
ら
夜
が

明
け
る
の
だ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
言
葉
を
思
い
出
す
た
び
に
、
自

分
が
何
ご
と
に
対
し
て
も
明
る
く

向
か
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
命
を
大
切
に
し
、
こ
う

い
う
教
育
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▲いのちの教育について、
熱く語る菅原　稔さん

記
念
講
演 選

考
委
員
・
岡
山
大
学
教
育
学
部
教
授
　
菅
原
　
稔
さ
ん 

『
い
ま
東
井
義
雄
先
生
が
語
り
か
け
る
も
の 

　
　
　
　
〜
「
村
」
と
「
い
の
ち
」
と
教
育
と
〜
』 

『
い
ま
東
井
義
雄
先
生
が
語
り
か
け
る
も
の 

　
　
　
　
〜
「
村
」
と
「
い
の
ち
」
と
教
育
と
〜
』 
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牧
瀬　

隆
さ
ん（
鹿
児
島
県 
姶  
良 
郡
姶
良
町
・

あ
い 

ら

　

歳
）

４３

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

私
が
仕
事
で
つ
ま
ず
き
、「
能
力
が
な
い
」「
時

間
が
な
い
」「
お
金
が
な
い
」「
夢
が
な
い
」
と

家
で
落
ち
込
ん
で
い
た
と
き
に
、
妻
が
こ
う
励

ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
口
数
の
少
な
い
、
頼
り

な
い
妻
で
す
が
、
そ
の
と
き
ほ
ど
、
大
き
く
見

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
は
、

出
来
過
ぎ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
妻
、
息
子
と
共
に
、「
あ
る
も

の
」
に
感
謝
し
な
が
ら
、
前
向
き

に
生
き
て
い
こ
う
と
決
意
を
さ
せ

て
く
れ
た
、
そ
ん
な
一
言
で
す
。

上
原
一
郎
さ
ん（
岡
山
県
岡
山
市
・　

歳
）

６８

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

私
が
小
学
５
年
生
の
と
き
、
教
師
か
ら
「
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
を
知
り
な
さ
い
。
そ

し
て
郷
土
史
を
知
ら
ず
し
て
日
本
史
や
世
界
史

は
語
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

小
田
慶
喜
さ
ん
（
明
石
市
・　

歳
）

５２

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

大
工
で
あ
っ
た
亡
き
父
が
、
い
つ
も
教
え
て

く
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
家
造
り
は
、
ま
ず
し
っ

か
り
と
し
た
基
礎
を
打
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

基
礎
工
事
へ
の
投
資
を
避
け
て
、
外
観
に
ば
か

り
凝
る
よ
う
な
注
文
主
の
仕
事
を
請
け
負
わ
な

か
っ
た
。
お
そ
ら
く
父
の
経
験
か
ら
得
た
教
訓

だ
と
思
う
。
職
人
気
質
の
父
は
、
注
文
主
と 
喧 

け
ん

 
嘩 
を
す
る
こ
と
も
多
く
、
自
分
の
仕
事
に
妥
協

かす
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
父
の
建

て
た
家
は
、
何
十
年
経
っ
て
も
少
し
の
直
し
で

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
今
も
多
く
の
家
が

残
っ
て
い
る
。

　

小
さ
い
時
か
ら
私
に
は
、
厳
し
く
学
校
教
育

の
基
礎
を
繰
り
返
す
こ
と
を
求
め
た
。
そ
し
て
、

信
頼
で
き
る
友
達
を
つ
く
る
こ
と
に
努
力
を
惜

し
む
な
と
話
し
た
。
人

の
信
頼
を
得
る
に
は
、

人
の
基
礎
づ
く
り
に
努

力
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
。

相
澤
礼
子
さ
ん
（
群
馬
県
太
田
市
・　

歳
）

７６

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

私
が
小
１
の
時
に
火
災
に

あ
っ
た
。
強
風
の
夜
で
あ
っ

と
い
う
間
に
４
軒
延
焼
し
て

し
ま
い
、
そ
の
地
獄
絵
の
火

の
中
で
母
は
死
ん
で
し
ま
お

う
と
姉
に
言
っ
た
。
姉
は
嫌

だ
と
叫
ん
だ
。
そ
の
声
に
母

は
つ
ら
い
道
を
ゆ
く
決
心
を
す
る
。
昭
和　

年
１５

と
い
う
大
戦
前
の
世
情
、
物
資
も 
逼  
迫 
し
、
不

ひ
っ 
ぱ
く

穏
な
時
代
で
あ
っ
た
。

　
「
い
い
か
、握
り
拳
は
こ
う
し
て
つ
く
る
ん
だ

よ
。
４
本
の
指
を
先
に
折
っ
て
そ
の
上
に
親
指

を
乗
せ
る
ん
だ
よ
。
４
本
の
指
は
子
ど
も
で
、

親
指
で
子
ど
も
を
守
る
ん
だ
よ
。
こ
う
す
れ
ば

何
倍
も
の
力
が
入
る
ん
だ
よ
。

家
族
で
一
致
団
結
し
て
頑

張
っ
て
生
き
て
い
こ
う
」
と

こ
の
母
の
言
葉
を
合
言
葉
に

生
き
て
き
ま
し
た
。
今
で
も

こ
の
言
葉
を
大
切
に
兄
妹
仲

良
く
生
き
て
い
ま
す
。

濱
野
卓
也
さ
ん
（
大
阪
府
泉
大
津
市
・　

歳
）

１７

〈
こ
と
ば
を
受
け
た
と
き
の
状
況
〉

　

こ
の
言
葉
は
私
が
高
校
受
験
の
と
き
に
祖
父

に
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
当
時
、
私
は
勉
強
を

全
く
せ
ず
遊
ん
で
ば
か
り
い
ま
し
た
。
普
段
か

ら
無
口
な
祖
父
は
、
私
に
何
も
言
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
さ
す
が
に
遊
び
す
ぎ
て
い
る
私
を
部

屋
に
呼
び
、
こ
の
言
葉
を
言
い
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
を
言
う
と
、
部
屋
か
ら
出
て
行
き
ま
し
た
。

私
は
普
段
か
ら
あ
ま
り
話
さ
な
い
祖
父
か
ら
言

わ
れ
た
こ
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
そ
の
後
、
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。
未
来
の
私
は
、
今
の
私
を
ど
う
思
う
だ

ろ
う
か
、
人
生
を
決
め
る
か
も
し
れ
な
い
高
校

受
験
を
サ
ボ
る
こ
と
で
、
未
来
の
自
分
が
そ
の

報
い
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
未
来
の
私
は
、

き
っ
と
あ
の
こ
ろ
の 
怠  
惰 
を
反
省
す
る
だ
ろ
う
。

た
い 

だ

で
も
、
反
省
し
て
も
遅
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

今
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
し
ろ
。
祖

父
は
そ
う
言
い
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
来
、
私
は
遊
び
を
控
え
、
見
事
高
校

に
合
格
し
ま
し
た
。
今
で
も
何

か
物
事
か
ら
逃
げ
た
い
と
き
、

私
は
こ
の
言
葉
を
想
い
出
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
を
愛
し
な
さ
い
。
郷
土
を
語
れ

な
い
者
に
日
本
史
を
語
る
資
格
な
し
。

な
い
も
の
を
数
え
な
い
で
、
あ
る
も

の
に
感
謝
し
た
方
が
幸
せ
。
私
が
い

て
、
息
子
が
い
て
、
元
気
な
自
分
が

い
る
。
ほ
ら
、
笑
え
る
で
し
ょ
。

基
礎
工
事
を
し
っ
か
り
し
た
家
は
、

何
十
年
住
ん
で
も
安
心
で
き
る
。
人

間
関
係
の
基
礎
を
築
く
努
力
を
惜
し

ま
な
け
れ
ば
、
人
の
信
頼
を
得
る
事

が
出
来
る
。

握
り 
拳 
は
こ
う
す
る
ん
だ
よ
。
四
本

こ
ぶ
し

の
指
を
先
に
寝
か
せ
て
そ
の
上
に
親

指
を
か
ぶ
せ
る
ん
だ
よ
。
四
本
の
指

は
子
ど
も
で
親
が
子
ど
も
を
守
る
ん

だ
よ
。

怠
け
る
と
い
う
事
の
痛
さ
を
知
る
の

は
、
今
の
お
前
で
は
無
く
、
未
来
の

お
前
だ
ぞ
。

　

入
賞
作
品
１
０
０
編
は
、
書
籍
に
ま
と
め
、
１
冊
６
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
希

望
の
方
は
、
東
井
義
雄
記
念
館（
�　

－

９
０
３
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２１

「
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
家
族
の
あ
の
一
言
」 

東
井
義
雄
賞
（
5
編
） 
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〈申請を受け付けています〉 

《問合せ》定額給付金・子育て応援特別手当実施本部�２６－２９００または各総合支所総務課内受付窓口

■定額給付金
◇給付対象者
　基準日である平成２１年２月１日において、
住民基本台帳に記録されている方または外国
人登録原票に登録されている方（ただし、短
期滞在者、不法滞在者を除きます）
◇申請・受給者
　・給付対象者の属する世帯の世帯主
　・外国人（単身者）は給付対象者本人
◇給付額
　給付対象者１人につき１２，０００円。ただし、
基準日において６５歳以上の方および１８歳以下
の方は２０，０００円

■子育て応援特別手当
◇給付対象者
　平成２０年度において小学校就学前３年間に
該当する子ども（生年月日が平成１４年４月２
日から平成１７年４月１日まで）であって、第
２子以降の子ども（右図参照）
※第１子が寮に入っているなどで世帯が別に
なっている場合でも、健康保険証などで扶
養が確認できれば、同一世帯とみなします。

◇申請・受給者
　　対象となる子どもと同居している世帯主
◇支給額
　対象となる子ども１人につき３６，０００円

●共通事項
◇申請・支給方法
　原則として、郵送申請方式・口座振込方式
としますが、状況により、窓口申請方式・窓
口現金受領方式の組合せでも実施します。

◇受付期限
　９月１２日（土）（当日消印有効）
※受付窓口は、土・日曜日、祝日を除く午前
９時～午後５時

◇受付場所
　実施本部（じばさん但馬３階）、各総合支所
総務課内受付窓口

◇その他
　公的身分証明書、預金通帳の写しなどの添
付漏れに注意ください。
※添付書類は、実施本部、本庁、各総合支所、
各地区公民館でコピー（無料）できます。

◇給付振込開始日
　　３月２６日（木）～

子育て応援特別手当（Ａさん、Ｂさんの場合） 

Ａさん 
世帯 

世帯主 世帯にいる子ども 
生年月日が平成2年4月2日から 
平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が平成14年4月2日 
から平成17年4月1日までの 

子ども 

生年月日が 
平成17年4月 
2日以後の 
子ども 

Ａさん Ａさん 2人目 3人目 4人目 

手当の対象となる子ども 

Ｂさん 
世帯 

世帯主 世帯にいる子ども 
生年月日が平成2年4月2日から 
平成17年4月1日までの子ども 
生年月日が平成14年4月2日から 
平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が 
平成17年4月 
2日以後の 
子ども 

2人目 3人目 3人目 Bさん Bさん 

1人目 

1人目 

1人目 

1人目 

手当の対象となる子ども 
Ｂさんへの子育て応援特別手当　3万6千円×1人＝3万6千円 

Ａさんへの子育て応援特別手当　3万6千円×2人＝7万2千円 

　市では、３月２日、｢定額給付金・子育て応援特別手当実施本部」
をじばさん但馬３階（大磯町）に開設し、世帯主へ１０日に申請書を
郵送して、１２日から受付を開始しました。
　「定額給付金」は、住民への生活支援と地域の経済対策を目的に
し、「子育て応援特別手当」は、多子世帯の子育てを支援するため
に給付するものです。
　なお、申請書が届いていない方は、下記まで問い合わせください。 ▲実施本部を開設（３月２日）

■振り込め詐欺に注意ください！■
　定額給付金などの給付を装った振り込め
詐欺に遭わないようにしましょう。
　市では、定額給付金などの給付に当たって
現金自動預け払い機の操作をお願いしたり、
手数料の振込みを求めることはありません。
　不審を感じたら、最寄りの警察署または市役
所くらしの相談室（�２３－５３０４）に相談ください。



11 広報とよおか　2009.3.25

　市では、低迷する消費需要を喚起し、個人消費の拡大によって地域商業の
活性化を図るため、豊岡市商工団体連絡会議（豊岡商工会議所 ･城崎町商工会
･竹野町商工会･日高町商工会･出石町商工会･但東町商工会）が発行する１０％
特典付商品券（１１，０００円の商品券を１０，０００円で販売）「コウノトリ商品券」を
支援しています。
　１０％の負担内訳は、市６％、商店・事業所３％、商工会議所・商工会１％で、
商工会議所・商工会の会員でない商店・事業所は４％の負担となります。
　コウノトリ商品券の取扱店は、３月１０日発行の市広報紙の折込みチラシ（３
月２日現在）で５１０店をお知らせしましたが、今回、それ以降の追加取扱店８１店を紹介します。
　なお、同連絡会議では、現在、「コウノトリ商品券」を取り扱っていただける商店・事業所を募集
しています。希望の業者は事前登録が必要ですので、申し込みください。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ココココココココココココココココココココココココココココココココウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「コウノトリ商品券」好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中好評発売中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱扱店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店がががががががががががががががががががががががががががががががが増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増ええええええええええええええええええええええええええええええええままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい『取扱店が増えました！』利用ください

コ
ウ
ノ
ト
リ
商
品
券
で

家
庭
も
元
気　
！！

ま
ち
も
元
気　
！！

◇券名　コウノトリ商品券
◇特典　１１，０００円の商品券が１０，０００円で購入で

きる。
◇セット　１セット５００円券×２２枚綴り
◇その他
・商品券の１回の購入は、１人３セットまでです。
・商品券を使用の際、つり銭は出ません。
◇販売・使用期限　９月１５日（火）
◇販売対象　市民

◇販売場所・問合せ　豊岡商工会議所�２２－４４５６、
城崎町商工会�３２－４４１１､竹野町商工会�４７
－１７７１、日高町商工会�４２－１２５１､出石町商工
会�５２－２１１３、但東町商工会�５６－０３５０､豊岡
駅通商店街振興組合�２３－２３６７、商工課商工
振興係�２３－４４８０、各総合支所地域整備課

◇販売時間　月～金曜日午前９時～午後４時（祝
日を除く）。なお、豊岡駅通商店街振興組合は、
土曜日午前９時～正午も販売しています。

〈コウノトリ商品券追加取扱店一覧表〉（平成２１年３月１２日現在）
電話番号住所事業所名概要地域
２２‐３０４４中央町１０‐２７活魚料理　おさらぎ活魚料理

豊岡

２８‐２７８１瀬戸２０２‐５トラットリア　ドゥ　ウオタニパスタ等
２２‐８８７０三坂町４‐６１ブラキテ

飲食
２３‐３２０３中央町１０‐２５ムーラン
２４‐７９８２中央町５‐２７京スナック
２３‐３８２６城南町１２‐３８純フランス風洋菓子　ノワ　城南店

洋菓子 ２４‐１９４６三坂町４‐４５純フランス風洋菓子　ノワ　三坂店
２３‐０５６２中央町３‐３８純フランス風洋菓子　ノワ　中央店
２２‐２０００福田１２１‐３リビンズ・トヨオカ

家具
２２‐３０９５寿町５‐７インテリアプラザ　山根家具
２２‐２４８１中央町１５‐２９ポーラ化粧品　中央営業所化粧品
２２‐７７１０中陰２８６‐１青空写真館カメラ
２２‐２９８７城南町１２‐５０門間眼鏡店眼鏡
３７‐８２２２祥雲寺１４‐２コウノトリ本舗小売・飲食
２４‐３１６３千代田町３‐６よし美薬局

薬局
２３‐２１４５京町７‐１４辻徳薬局
２２‐３９２１城南町２０‐１４ドラッグ　すがむら医薬品等
２２‐２２１８城南町１５‐１中西衣料品店衣料品
２２‐３３７６京町９‐５カジュアルブティック　ａｄ

婦人服 ２３‐００１６加広町７‐３２　コープ１階ＴＡＭＡＹＡ　コープデイズ店
２４‐５００３大手町４‐５　アイティ２階ＴＡＭＡＹＡ　フォーマル店
２２‐３５２７福田１２０５‐９田村ふとん店

寝具
２３‐５１６５一日市４３加藤ふとん店
２３‐０３８０中央町１６‐９田中音友堂楽器
２２‐７１４３桜町１５‐１５ビット桜町家電販売
２２‐３０３９中央町１７‐１２Ｆｌｕｘ　Ｋメガネ
２４‐８７８８中央町１７‐１２ｋａｚａｒｉ　兼先宝飾宝飾
２２‐０５１１泉町６‐２５　ビジネスイン豊岡３階ハイフィット　パソコンスクールパソコン
２４‐１３７８城南町１６‐３５㈱白バラドライ　本店

クリーニング

２４‐５７２８下陰７０８‐４㈱白バラドライ　下陰店
２２‐７７１７加広町７‐３２㈱白バラドライ　コープ店
２２‐８５０２今森４７２㈱白バラドライ　新田店
２４‐３９７３泉町４‐３２㈱白バラドライ　泉店
２４‐００７６正法寺４９‐１㈱白バラドライ　正法寺店
２２‐２２９０中央町１８‐８キヌガワクリーニング
２２‐３１１８中央町１８‐８Ｋ’ｓ　本店
２２‐５９７０三坂町１９２‐６Ｋ’ｓ　スーパーランドリー三坂店
２４‐７５３０日撫３２９‐１Ｋ’ｓ　スーパーランドリー日撫店
２２‐５６１９下陰５７４‐１Ｋ’ｓ　スーパーランドリー下陰店
２２‐３３８５栃江１１６０豊岡ゴルフゴルフ
２３‐２３６７千代田町２‐１７豊岡駅通商店街振興組合商店街商品券

電話番号住所事業所名概要地域
２３‐４３５２桜町１１‐２９イマオカオートショップ自動車豊岡
３２‐３０３０城崎町湯島６６７炭味火処　和る焼肉

城崎

３２‐２１５１城崎町湯島６７０手打そば甘味処　ひら位そば
３２‐２０１４城崎町湯島４１６お菓子司　みなとや

土産
３２‐２００２城崎町湯島４４５城崎堂
３２‐２２８６城崎町湯島９１寺谷履物店靴・カバン
３２‐２５４４城崎町湯島１３４中家金物店金物
３２‐３１０２城崎町湯島１４８理容タカタ理容

３２‐３９３９城崎町桃島１２５９
山野愛子どろんこ美容
サロン・ド・アビューゼ

エステ

３２‐２２０２城崎町来日２８０ゆば製造　モトヤ食品ゆば製造
３２‐２３３１城崎町湯島４８１千年の湯　古まん

旅館 ３２‐２３３１城崎町湯島２８２千年の湯　権左衛門
３２‐３３３３城崎町湯島７８６赤石屋
４７‐０２２２竹野町竹野３４８タカノ理容室理容

竹野 ４７‐０１０７竹野町竹野３０６‐５岡田商店文房具
４７‐０１７０竹野町竹野５１‐４なりい薬局薬局
４５‐１０５８日高町名色８７‐４よの木そばそば

日高

４２‐１３８０日高町江原１９１‐４ヨシヤ化粧品店化粧品
４２‐２３２９日高町浅倉２４８‐１辻井養蜂場ハチミツ
４２‐００４７日高町江原１６０‐４‐１川上商店荒物・金物
４２‐０４７５日高町江原１００‐４田原花店

生花
４２‐３３６６日高町祢布９８８フラワーショップ　ふれりあ
４２‐５５７０日高町西芝２２４‐１ミニストップ　日高西芝店

コンビニ
４３‐２１７７日高町久田谷５８ミニストップ　日高久田谷店
４２‐０６４３日高町浅倉９８３リビンズ・コヤマ

家具
４２‐０６４３日高町浅倉９８３コヤマリビング貸与事業
４４‐０４４５日高町庄境９９‐３明和デンキ家電販売
４２‐００１５日高町国分寺４００‐３０‐５㈱マルマツスポーツスポーツ用品
４２‐０２３６日高町江原６７植村金物建材店ギフトショップ
４２‐３３０８日高町鶴岡４２２谷本電気家電販売
４２‐２４４４日高町上石１１９長谷川酒店酒屋
４２‐０４１９日高町土居１７７‐１マリエ・タマヤ日高貸衣装
４２‐４１４８日高町日置２５‐６㈱白バラドライ　江原店

クリーニング
４２‐４８４４日高町祢布９８８㈱白バラドライ　日高店
５２‐２１０６出石町八木８０㈲大門土産・そば

出石
５２‐２４２２出石町八木７６コンセルボ出石パン
５２‐２３９４出石町田結庄１００小嶋陶器店陶器
５２‐３５５１出石町町分３７５‐１西日本三菱農機販売㈱農機具等
５２‐０４１１出石町町分３９１‐２４㈱白バラドライ　出石店クリーニング
５６‐１０４６但東町畑山３８２‐１平野石油ガソリンスタンド但東

▲このステッカーの貼って
あるお店で使用できます
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いよいよスタート！ 
4月1日（水）～6月30日（火） 

　兵庫県では初めてとなる、観光関連事業者、行政、Ｊ

Ｒグループが連携して取り組む広域的かつ継続的な兵庫

県大型観光交流キャンペーン「あいたい兵庫デスティ

ネーションキャンペーン（兵庫ＤＣ）」が、４月からいよい

よ本番を迎えます。

　市内でも、一昨年から各観光協会をはじめ、観光・商

工関連団体、交通事業者などと市、ＪＲが一体となって、

観光素材の磨き上げやおもてなしの向上、２次アクセス

の充実など、全国から観光客をお迎えするための準備を

進めてきました。

　また、昨年１０月から２月にかけて実施したプレキャン

ペーンでは、これらの取組みをさらに強化し、豊岡の魅

力を全国に発信してきました。その結果、多くの旅行会

社の本市を訪れるツアーの商品化につながりました。

　観光振興により交流人口を増加させることは、地域経

済を元気にし、産業活動を活性化させることにつながり

ます。兵庫ＤＣは、今後の豊岡への誘客拡大や観光地と

しての認知度向上、リピーター（熱心なファン）の増加

に向けた絶好の機会です。全国から訪れる多くの皆さん

を、市民一人ひとりがおもてなしの心で気持ちよくお迎

えしたいものです。皆さんの協力をお願いします。

《問合せ》観光課�２１－９０１６

　漫画やアニメで大人気「名探偵コナ

ン」の世界が体感できるミステリーツアー

が、４月２９日（水・祝）～１１月３日（火・

祝）の間、城崎温泉をはじめ日和山海岸、

県立コウノトリの郷公園、城下町出石

などを舞台に開催されます。

　このツアーは、特別に作られた豊岡

ならではのストーリーに沿って、参加

者が謎解きを楽しみながら、豊岡の魅

力を満喫できる内容となっています。

　人気キャラクターとのタイアップに

よる魅力的なこのツアーは、ＪＲ各社

や主要な旅行会社を中心に、全国的に

ＰＲ展開されることから、豊岡の知名

度アップとさらなる誘客促進が期待さ

れます。

　ツアー専用ホームページアドレス

　http://www.conan-tour.jp

県立コウノトリの郷公園 城下町出石城崎温泉

　但馬豊岡観光協議会では、豊岡市の魅力をアピールす

る観光ポスターを作成しました。

　これは、市内６地域それぞれ独自の観光素材を結び ､

より美しい ｢真珠のネックレス ｣として、広くＰＲする

ため､６地域を｢ 縁 で結ぶ｣６連のポスターにしたもので
えにし

す。単独でも、複数を並べても使えるデザインで ､一体

感を 醸 し出しながら市全体を広くＰＲしています。
かも

▲中央にコウノトリ柄の帯をあしらい、６地域
を結び付けたポスター

兵庫ＤＣ企画
「名探偵コナン」

城崎温泉・出石ミステリーツアー
～豊岡を舞台に開催！～

豊岡市観光ポスターを作成しました

〈兵庫県大型観光交流キャンペーン〉
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都市計画税の廃止と 
固定資産税・市民税の税率改正 

都市計画税の廃止と 
固定資産税・市民税の税率改正 

都市計画税の廃止と 
固定資産税・市民税の税率改正 

〈4月から変わります〉 

　市では、４月から都市計画税を廃止し、その代替財源として、固定資産税・
市民税（個人・法人）の税率を改正します。
　これは、既に昨年９月定例市議会で関連の改正条例が議決され、同年１０月
２５日発行の市広報紙の折込チラシで一連の経過を報告したところですが、実
施時期が近くなりましたので、改めて内容をお知らせします。
　新たな負担をお願いすることになる方もありますが、今後もさらなる行政
改革の推進、説明責任の徹底に一層努力し、住み良いまちづくりを目指して、
必要な社会基盤整備を進めていきますので、理解と協力をお願いします。

【税率改正の内容】
（１）平成２０年度で
　　都市計画税（豊岡地域の土地・家屋の課税標準額に０．３％課税。年間約５億７千万円）は廃止
（２）平成２１年度から
　　固定資産税・個人市民税所得割の税率改正（市全域に課税。年間約４億１千万円）

（３）平成２２年度から
　　法人市民税均等割・法人税割の税率改正（市全域に課税。年間約４千万円）
　●『均等割』

　※資本金１千万円超１億円以下で従業員数５０人超・資本金１億円超の法人は既に制限税率を適用
　●『法人税割』

　※資本金１億円超の法人は既に制限税率を使用

【税率改正による税収額の主な使い道】

　※上記のほか、財政計画に盛り込んでいる社会基盤整備事業の財源とします。

平成２１年度から平成２０年度まで税　　　目

１．５％１．４％固定資産税の税率

６．１％６．０％個人市民税所得割の税率

平成２２年度から
制限税率

平成２１年度まで
標準税率

法人の区分

　６０，０００円　５０，０００円従業員数５０人以下　等
資本金１千万円以下

１４４，０００円１２０，０００円従業員数５０人超

１５６，０００円１３０，０００円従業員数５０人以下資本金１千万円超１億円以下

平成２２年度から
制限税率

平成２１年度まで
標準税率

法人の区分

１４．７％

１２．３％法人税額４００万円以下
資本金１千万円以下

１３．５％
法人税額４００万円超

資本金１千万円超１億円以下

○学校耐震化・改修　　　　　○生活道路排水路等整備　　　　○鳥獣被害防止対策
○防火水槽・消火栓整備　　　○交通安全施設整備　　　　　　○急傾斜地崩壊防止対策
○治山事業　　　　　　　　　○地区集会所整備補助　　　　　○市道・橋りょう整備

《問合せ》
・固定資産税に関すること：税務課資産税係�２１－９０４６
・個人市民税と法人市民税に関すること：税務課市民税係�２１－９０４５
・都市計画税の廃止と税率改正に関すること：政策調整課政策調整係�２１－９０２２
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平
成　

年
度
の
保
険
料
軽
減
措

21

置
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
、

具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

長
寿
医
療

制
度
の
保
険

料
の
計
算
方
法
は
、
一
人
ひ
と
り

に
か
か
る
「
均
等
割
額
（
３
９
、

０
９
３
円
）」
と
、
前
年
の
所
得
に

応
じ
た
「
所
得
割
額
（
所
得
割
率

７
・　

％
）」
の
合
計
額
と
な
り
ま

19

す
。
均
等
割
額
と
所
得
割
率
は
、

２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

平
成　

年
度
は
平
成　

年
度
と
変

21

20

わ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
中
の
所
得
に
よ
り
計

20

算
し
た
平
成　

年
度
保
険
料
額
は
、

21

７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

●
所
得
の
低
い
方
の
軽
減

・
均
等
割

　

同
一
世
帯
内
の
長
寿
医
療
制
度

の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総

所
得
金
額
等
の
合
計
額
が
、
下
表

の
基
準
額
以
下
の
場
合
は
、
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
均
等
割
額
が
７
割

軽
減
さ
れ
る
世
帯
（
基
準
額
が　
33

万
円
以
下
）
の
方
で
、
長
寿
医
療

制
度
の
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収

入　

万
円
以
下
（
そ
の
他
各
種
所

80
得
が
な
い
）
の
場
合
、
平
成　

年
21

度
以
降
は
、
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
割

　

所
得
割
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
、

所
得
割
額
の
算
定
対
象
所
得
（
総

所
得
金
額
等－

　

万
円
）
が　

万

33

58

円
（
年
金
収
入

の
み
の
場
合
は
、

２
１
１
万
円
）

以
下
の
方
は
、

平
成　

年
度
以

21

降
も
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

●
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
（
国
民
健
康
保
険
や
国
民
健
康

保
険
組
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、

制
度
加
入
時
か
ら
２
年
間
に
限
り
、

所
得
割
は
か
か
ら
ず
、
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成　

年
度
は
特
例

２１

と
し
て
１
年
間
、
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
平
成　

年
度
の
保
険

２１

料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

▽
対
象　

平
成　

年
２
月
分
の
年

２１

金
天
引
該
当
者
の
う
ち
、
納
付

方
法
の
変
更
の
申
し
出
（
口
座

振
替
へ
の
変
更
）
を
し
て
い
な

い
方

▽
天
引
月　

４
、
６
、
８
月
の
各

年
金
振
込
月

▽
天
引
金
額　

い
ず
れ
の
月
も
２

月
天
引
分
と
同
額

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
保
険
料

２１

は
、
７
月
に
正
式
決
定
し
、
９
月

以
降
、
年
間
合
計
金
額
か
ら
仮
徴

収
済
額
を
差
し
引
き
し
た
額
を
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
そ
の

際
の
納
付
方
法
は
、
決
定
通
知
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

現
在
、
口
座
振
替
、
納
付
書
納

付
の
方
、
お
よ
び
年
金
天
引
き
で

あ
っ
た
が
、
前
年　

月
ま
で
に
年

１２

額
が
納
付
済
み
の
方
は
、
正
式
決

定
後
、
７
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の

２１
保
険
料
軽
減
措
置

長
寿
医
療
制
度

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
） 
長
寿
医
療
制
度

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
） 
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
） 

保
険
料
軽
減
措
置
と
保
険
料
の
仮
徴
収 

〈均等割の軽減割合〉
軽減割合

基準額
平成２１年度平成２０年度

９割
被保険者全員が年金収入
８０万円以下（その他各種所
得がない）８．５割３３万円

７割上記以外

５割３３万円＋２４万５千円×被保険者数
（被保険者である世帯主を除く）

２割３３万円＋３５万円×被保険者数
※６５歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大１５万円を控
除し、軽減を判定します。

〈被扶養者だった方の軽減〉

所得割額 

年度 平成２０年度 

負担なし 

平成２１年度 

負担なし 

負担なし 
９割軽減 ９割軽減 

１，９５４円（年額） ３，９０９円（年額） 

均等割額 

平成２０年４月 １０月 平成２１年４月 平成２２年４月 

…実際の保険料負担部分 

４
月
以
降
分
の

　

保
険
料
の
仮
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

《
問
合
せ
》
市
民
課
国
保
医
療
係

　

�　

－

９
０
６
１
ま
た
は
兵
庫

２１
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局

　

�
０
７
８－

３
２
６－

２
０
２
１
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
４
月　

日（
土
）は

１１

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
４
月
６
日（
月
）・　

日（
月
）・

１３

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

２０

２７

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

・
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

・
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
は
、
国
内
在
住
の　
２０

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

６０

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
方
は
、

手
続
き
く
だ
さ
い
。

●　

歳
に
な
っ
た
と
き

２０

　

農
業
、
自
営
業
、
学
生
、
無
職
、

勤
め
て
い
て
も
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
方

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き

・　

歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど

６０を
退
職
し
た
方

・
退
職
後
に
国
民
年
金
被
保
険
者

の
配
偶
者
と
な
っ
た
方

※
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
も
、
会

社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
扶

養
に
な
っ
た
と
き
は
、
配
偶
者

の
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
ま
す
。

●
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き

・
配
偶
者
が
会
社
な
ど
を
退
職
し

た
方

・
収
入
が
増
え
、
年
収
１
３
０
万

円
以
上
に
な
っ
た
方

・
雇
用
保
険
の
受
給
を
開
始
し
た

方
▽
手
続
き　

次
の
も
の
を
持
参
の

上
、
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
く
だ

さ
い
。

・　

歳
に
な
っ
た
と
き
…
社
会
保

２０険
事
務
所
か
ら
届
い
た
資
格
取

得
届
・
印
鑑

・
そ
の
他
の
と
き
…
年
金
手
帳
・

印
鑑
・
厚
生
年
金
等
資
格
喪
失

証
明
書
ま
た
は
辞
令
な
ど

　

平
成　

年
度
学
生
納
付
特
例
の

２０

認
定
を
平
成　

年
２
月　

日
ま
で

２１

２０

に
受
け
た
方
に
、
平
成　

年
度
学

２１

生
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が
き
形

式
）
が
４
月
初
旬
に
届
き
ま
す
の

で
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

　

４
月
中
旬
に
な
っ
て
も
申
請
書

が
届
か
な
い
方
は
、

在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し（
両

面
）・
印
鑑
・
年
金
手
帳
を
持
参
の

上
、
申
請
く
だ
さ
い
。

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
住
所
変
更
が
原
因
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
豊
岡
社
会
保

険
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の

回
答
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、
順
次「
回
答
の
お
願
い
」は
が

き
が
届
き
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」を
お
持
ち
の
方
は
、
内
容
を

よ
く
確
認
の
上
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
た
方
な
ど
は
、
豊
岡
社
会

保
険
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

年
金
は
、
老
後
の
大
切
な
生
活

資
金
に
な
る
ほ
か
、
介
護
保
険
料

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
口

座
振
替
で
納
付
も
可
）
が
天
引
き

さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、

納
め
ら
れ
る
と
き
に
納
め
て
い
た

だ
き
、
少
し
で
も
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
、
将
来
、
年
金
を
確
実

に
受
け
取
る
た
め
に
重
要
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
老
齢
基
礎
年
金

２１

は
、　

年
間
納
め
た
場
合
、
満
額

４０

の
７
９
２
、１
０
０
円
で
す
。

　

老
後
に
よ
り
多
く

の
年
金
を
受
け
た
い

と
思
う
方
の
た
め
に

「
付
加
年
金
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
国
民
年
金

保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月
額
４

０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
め
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金

が
一
生
涯
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
へ

加
入
し
て
い
る
方
は
、
付
加
年
金

へ
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
で

す
。
２
年
間
受
給
す
る
と
、
支

払
っ
た
額
と
同
額
に
な
る
た
め
大

変
お
得
で
す
。

　

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
得
た
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を　
６５

歳
ま
で
に
繰
り
上
げ
受
給
ま
た
は

　

歳
以
後
に
繰
り
下
げ
受
給
す
る

６６場
合
に
は
、
付
加
年
金
額
も
老
齢

基
礎
年
金
の
減
額
率
・
増
額
率
に

応
じ
て
減
額
・
増
額
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
を
引
き
続
き

受
け
る
方
は
手
続
き
を

付
加
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

ね
ん
き
ん
特
別
便
が

届
い
て
い
ま
す
か

こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を
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狂犬病の予防注射を受けましょう
　市では、狂犬病予防法で犬の飼い主へ義務付け
られている狂犬病予防注射（集合注射）を、次の
とおり実施します。生後３カ月以上の犬は、毎年
１度、必ず狂犬病予防注射をする必要があります。
《問合せ》生活環境課生活環境係�２３－５３０４

○狂犬病予防注射のみの料金は３，２００円
　（新たに登録する場合は別途３，０００円）
○釣り銭の要らないように準備ください。
○注射は、動物病院でも受けられます。
○豊岡地域以外の集合注射日程は４月２５日号の
市広報紙でお知らせします。

豊　　岡　　地　　域

　
「
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」「
ふ

ん
尿
で
汚
さ
れ
た
」な
ど
の
苦
情

や
相
談
が
市
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
飼
い
主
の
気
配
り

と
責
任
あ
る
飼
育
で
改
善
で
き

ま
す
。
無
責
任
な
飼
育
は
、
近

隣
の
人
々
に
迷
惑
を
掛
け
る
ば

か
り
で
な
く
、
動
物
に
と
っ
て

も
不
幸
な
こ
と
で
す
。

　

犬
を
飼
育
す
る
方
は
、
責
任

を
持
っ
て
終
生

適
正
に
飼
育
し
、

犬
を
地
域
の
嫌

わ
れ
も
の
に
し

な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
事
項

・
犬
の
放
し
飼
い
は
、
や
め
ま

し
ょ
う
。
他
人
に
迷
惑
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
犬
に

と
っ
て
も
交
通
事
故
な
ど
に

遭
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

・
散
歩
の
時
は
、
引
き
綱
を
つ

け
て
犬
を
制
御
で
き
る
方
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
ふ
ん
は
、
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

・
犬
に
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
し
つ
け
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う

時　　間場　　　所日　　程
　９：３０～　９：４０隣保館

４月１４日（火）

　９：５５～１０：００日撫会館
１０：１０～１０：１５梶原会館
１０：２５～１０：３０中庄境会館
１０：４０～１０：４５法花寺会館
１０：５５～１１：００祥雲寺会館
１１：１０～１１：１５三江地区公民館
１１：２５～１１：３０下宮会館
１１：４５～１１：５５森公民館
１３：００～１３：０５野上会館
１３：１５～１３：２０下鶴井公民館
１３：３０～１３：３５赤石営農センター
１４：００～１４：０５三原会館
１４：１５～１４：２０畑上堂前広場
１４：３０～１４：４０気比公民館
１４：５０～１５：００田結会館
１５：１５～１５：２０小島公民館
１５：３０～１５：３５瀬戸公民館
１５：４５～１５：５０津居山公民館
１６：００～１６：０５（旧）港出張所
　９：００～　９：０５市谷営農センター

４月１５日（水）

　９：１５～　９：２０中郷公民館
　９：３５～　９：４０引野公民館
　９：５０～　９：５５中筋地区公民館
１０：１０～１０：１５下加陽会館
１０：３０～１０：３５清冷寺公民館
１０：４５～１０：５０伏会館
１１：０５～１１：１５今森会館
１１：２５～１１：３０江本会館
１２：４５～１２：５０百合地会館
１３：００～１３：０５中谷会館
１３：１５～１３：２０木内会館
１３：３０～１３：３５駄坂バス停前
１３：４５～１３：５０香住公民館
１４：００～１４：１０三宅公民館
１４：２５～１４：３０奥野公民館
１４：４０～１４：４５市場公民館
１５：００～１５：０５森尾公民館
１５：１５～１５：２０立石共同作業所
１５：３０～１５：３５長谷公民館
１５：４５～１５：５５倉見作業所
１６：０５～１６：１０上鉢山会館

時　　間場　　　所日　　程
　９：３０～　９：３５上陰会館

４月１６日（木）

　９：４５～　９：５０中陰会館
１０：０５～１０：１０下陰会館
１０：２０～１０：３０下陰さくら公園
１０：４５～１０：５０一日市会館
１１：００～１１：０５宮島会館
１１：２５～１１：３０江野公会堂
１１：４５～１１：５０森津公民館
１３：００～１３：０５辻会館
１３：１５～１３：２０内町会館
１３：３０～１３：３５大谷バス停前
１３：４５～１３：５５奈佐地区公民館
１４：０５～１４：１０宮井公民館
１４：２０～１４：２５奥岩井公民館
１４：３０～１４：３５口岩井公民館
１４：４５～１４：５０栃江区入口広場
１５：０５～１５：１０高屋公会堂
１５：２０～１５：２５戸牧第２団地会館
１５：３５～１５：４０戸牧公民館
　９：３０～　９：３５JAたじま八条店

４月１７日（金）

　９：４５～　９：５５上町会館
１０：０５～１０：１０上佐野会館
１０：２０～１０：２５佐野会館
１０：３５～１０：４５妙楽寺区会館
１１：００～１１：０５弥栄区会館
１１：２０～１１：２５塩津区会館
１１：３５～１１：４０京口会館
１１：５０～１１：５５大磯神社
１２：０５～１２：１０図書館本館
１３：３０～１３：３５西本会館
１３：４５～１３：５０三坂町会館
１４：０５～１４：１０青空市場
１４：２０～１４：２５市役所東庁舎別館
１４：３５～１４：４０小田井会館
１４：５０～１４：５５県総合庁舎前
１５：０５～１５：１０コープデイズ豊岡駐車場
１５：２０～１５：２５新西花園会館
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シリーズ 4 神鍋山（前編） 
　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神
鍋高原などを中心としたエリアを、｢山陰海岸ジオパーク｣として、
世界ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークにつ
いて、市のジオパーク普及啓発専門員(北但層群化石研究会代表)
の三木武行が、シリーズで紹介します。 

《問合せ》観光課�21-9016

　

近
畿
地
方
で
最
も
新
し
い
火
山

は
、
約
２
万
年
前
に
噴
火
し
た
神

鍋
山
で
す
。
西
気
丘
・ 
大
机
山 
な

お
つ
く
え
や
ま

ど
と
共
に
約　

万
年
前
か
ら
約
２

７０

万
年
前
ま
で
に
噴
火
し
た
火
山
群

で
す
。

　

最
初
に
標
高
４
６
９
メ
ー
ト
ル

の
神
鍋
山
の
頂
上
に
登
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

見
事
な
噴
火
口
が
残
っ
て
い
ま

す
。
周
囲
に
は
ス
キ
ー
場
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
・
山
菜
摘
み
な
ど
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

神
鍋
山
を
南
に
下
っ
た
所
に
ス

コ
リ
ア（
火
山
れ
き
や
火
山
砂
）の

堆
積
し
た
様
子
の
見
え
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
砂
山
に
似
て

溶
岩
め
ぐ
り

い
ま
す
が
、ス
コ
リ
ア
の
間
に
玄
武

岩
の
溶
岩
が
挟
ま
れ
て
い
る
の
で

崩
れ
ま
せ
ん
。玄
武
岩
溶
岩
は
、マ

グ
マ
の
温
度
が
高
く
、
石
英
質
が

少
な
い
の
で
爆
発
せ
ず
に
サ
ラ
サ

ラ
の
状
態
で
流
れ
下
り
ま
す
。
ハ

ワ
イ
の
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
や
伊
豆

大
島
の
三
原
山
火
山
と
同
じ
で
す
。

　

こ
の
溶
岩
は
、
稲
葉
川
を
流
れ

下
り
円
山
川
に
合
流
し
て
国
府
地

区
ま
で
約　

キ
ロ
も
流
れ
て
各
地

１５

に
滝
や
溶
岩
流
の
景
観
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

俵
滝
・
八
反
滝
・
ひ
ょ
う
た
ん
淵

・
二
段
滝
・
溶
岩 
瘤 
・
ら
ん
か
ん
淵
・

こ
ぶ

十
戸
滝
な
ど
は
、
十
和
田
湖
畔
の

 
奥
入
瀬 
渓
谷（
青
森
県
）に
も
似
た

お 

い 

ら 

せ

美
し
さ
で
す
。
ま
た
、
溶
岩
に
気

泡
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
流
水
の

浸
食
に
弱
く
、ス
プ
ー
ン
で
削
っ
た

よ
う
な
岩
肌
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

火
山
の
噴
火
が
約
２
万
年
前
で

あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
、
ブ
リ
山

や
名
色
で
見
つ
か
っ
た
厚
さ
約　
２０

セ
ン
チ
の 
姶  
良 
火
山
灰
の
存
在
で

あ
い 

ら

す
。
そ
の
特
徴
は
「
き
な
こ
」
と

い
わ
れ
る
黄
色
っ
ぽ
い
火
山
灰
で
、

ル
ー
ペ
で
見
る
と
糸
状
の
ガ
ラ
ス

が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

姶
良
火
山
灰
は
、
九
州
の
鹿
児

島
湾
に
あ
る
桜
島
の
北
方
が
約
２

万
２
千
年
前
に
大
爆
発
を
起
こ
し

て
で
き
た
火
山
灰
で
、
偏
西
風
に

乗
っ
て
日
本
全
国
に
ま
き
散
ら
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

九
州
で
は
約　

セ
ン
チ
、
近
畿
で

５０

約　

セ
ン
チ
、
東
北
で
も
約
５
セ

２０
ン
チ
ほ
ど
堆
積
し
て
い
ま
す
。

　

２
月　

日
、
東
京
大
学
小
柴

２０

ホ
ー
ル（
東
京
都
文
京
区
）で
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
な
ど
が
主

催
す
る
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
記
念

式
典
」
が
開
催
さ
れ
、
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
「
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
証
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
今
後
、

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
に

向
け
て
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
証
受
領

▲認定証を手に記念撮影に応じる
中貝市長（右から２人目）

▲ 八反 滝
はったん

▲溶岩流

▲神鍋山

至村
岡 

蘇武トンネル 
山田 

万場 名色 

太田 

栃本 
山宮 
石井 

十戸 

文 
日高西中 
至
江
原 

八反滝 

至竹野 

俵滝 

ひょうたん淵 
二段滝 

溶岩瘤 
畳滝 

らんかん淵 
十戸滝 

N

西気丘 大机山 

神鍋山 

ブリ山 ブリ山 

地区名 

火山名 

稲葉川 

神鍋溶岩流のマップ
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
２
月
】

　

日
・ 
百  
合  
地 
区
の
人
工
巣
塔
に

ゆ 

る 

じ

１２

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
卵
６
個
を

確
認

　

日
・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
証

２０

交
付
式
・
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
設
立
記
念
式
典

（
東
京
都
）

　
　

・
第
２
次
豊
岡
市
行
政
改
革

大
綱
の
策
定
方
針
決
定

　

日
・
豊
岡
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム

２１

サ
ー
ル
交
流
会（
〜　

日
）

２２

　

日
・
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に

２２

ま
つ
り

　

日
・
三
方
県
民
交
流
広
場
完
成

２６

披
露
式
典

　
　

・
福
井
県
越
前
市
視
察
来
市

　

日
・
東
井
義
雄
賞「
い
の
ち
の
こ

２８

と
ば
」入
賞
作
品
発
表
会
・

記
念
講
演
会

【
３
月
】

２
日
・
第
２
回
市
議
会
定
例
会
開

会
（
〜　

日
）

２６

　
　

・
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応

援
特
別
手
当
実
施
本
部
開

設

４
日
・
白
い
ポ
ス
ト
設
置
式

　

日
・
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応

１２

援
特
別
手
当
申
請
受
付
開

始

　

２
月　

日
と　

日
の
２
日
間
、

２１

２２

「
豊
岡
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー

ル
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
昨
年　

月
、
韓

１０

国
の
第　

回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締

１０

約
国
会
議
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た

「
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル　
ｉｎ

韓
国
」
に
参
加
し
た
鳥
取
県
中
海
、

滋
賀
県
琵
琶
湖
、
豊
岡
の
子
ど
も

た
ち
が
再
会
し
、
さ
ら
な
る
交
流

を
深
め
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の

で
す
。

　

日　

現
地
見
学

２１
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
や
湿
地

保
全
の
取
組
み
の
現
場
を
訪
れ
ま

し
た
。
整
備
中
の
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の

三
方
地
区
公
民
館
に
県
民
交
流
広
場
を
開
設
し
ま
し
た

地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
に

豊
岡 
Ｋ
Ｏ  
Ｄ
Ｏ  
Ｍ
Ｏ 
ラ
ム
サ
ー
ル
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

コ 

ド 

モ

条
約
湿
地
登
録
に
向
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

戸
島
湿
地
で
は
、
工
事
前
に
一
時

捕
獲
し
て
い
た
魚
を
再
び
放
流
す

る
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

日　

交
流
会

２２
　

日
本
で
既
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
と
な
っ
て
い
る
中
海
と

琵
琶
湖
の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
と
取
組
み
を
紹
介
。

湿
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
豊
岡
の
子
ど
も
た
ち
に
訴
え

ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

２
月　

日
に
初
め
て
コ
ウ
ノ
ト
リ

１８

が
飛
来
し
て
き
た
状
況
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、

昨
年
、
戸
島
湿
地
か
ら
巣
立
っ
た

１
羽
だ
と
分
か
り
、
遠
く
離
れ
た

地
域
と
も
自
然
は
つ
な
が
り
合
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
と
り

ま
し
た
。

　

交
流
会
で
子
ど
も
た
ち
が
作
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
ラ
ッ
グ
「
ラ
ム

サ
ー
ル
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
は
、
３
月

末
ま
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

２
月　

日
、
三
方
地
区
公
民
館

２６

（
日
高
町
栗
山
）に
県
民
交
流
広
場

が
完
成
し
、
三
方
地
区
関
係
者
や

行
政
関
係
者
が
集
ま
り
、
完
成
披

露
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
県
民
交
流
広
場

事
業
の
補
助
を
受
け
、
事
務
室
を

移
転
増
築
し
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を

交
流
広
場
と
し
て
整
備
し
、
併
せ

て
調
理
室
を
改
修
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め

多
く
の
人
が
集
い
、
公
民
館
事
業

な
ど
の
取
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
三
方
小
唄
保
存
会
の

皆
さ
ん
が
、「
三
方
小
唄
」
を
踊
り
、

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

▲オープンを祝って「三方小唄」を
踊る保存会の皆さん

▲中海・琵琶湖の子どもたちの
取組み発表

　

２
月　

日
、
か
つ
て
コ
ウ
ノ
ト

２６

リ（ 
武  
生 
）が
飛
来
し
た
福
井
県
越

た
け 

ふ

前
市
か
ら
、
奈
良
俊
幸
市
長
を
は

じ
め
、
白
山
地
区
・
坂
口
地
区
の

皆
さ
ん　

人
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

１８

館
な
ど
を
訪
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
の
取
組
み
や
農
薬
・
化
学

肥
料
に
頼
ら
な
い
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
農
家
は
何
度
も
豊
岡

を
訪
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
を

期
待
し
て「
コ
ウ
ノ
ト
リ
呼
び
戻
す

農
法
」
な
ど
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
松
島
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

館
長
が
、
武
生
が
産
ん
だ
１
１
５

の
卵
か
ら
雌
１
羽
と
４
羽
の
孫
が

誕
生
し
、
そ
の
う
ち
２
羽
が
平
成

　

年
に
放
鳥
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

１９説
明
。
そ
の
後
、
中
貝
市
長
と
意

見
交
換
を
行
い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
に
取
り
組
む
市
内
の
農
家

か
ら
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

越
前
市
の
皆
さ
ん
は
「
武
生
の

孫
が
越
前
市
に
飛
来
し
て
く
れ
る

よ
う
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
法
を

頑
張
り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
越
前
市
の
皆
さ
ん
が
視
察
来
市

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
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学
校
給
食
、
全
部
ご
飯
に 

白
い
ポ
ス
ト
を
市
内
全
地
域
に
設
置
し
ま
し
た

青
少
年
を
有
害
環
境
か
ら
守
る
た
め
に
活
躍
し
ま
す

　

市
で
は
、
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
城
南
町
）１
階
の
身
体
障
害

者
用
ト
イ
レ
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
人
工 
膀  
胱 
造
設
者
）

ぼ
う 
こ
う

対
応
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
社

会
参
加
や
福
祉
向
上
を
目
的
と
し

て
、
障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策

事
業
に
よ
り
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
使

　

３
月
４
日
、
白
い
ポ
ス
ト
（
有

害
図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
）
の
設
置
式
を
日
高
総

合
支
所
前
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ス
ト
は
、
但
馬
信
用
金

庫
が
運
営
し
て
い
る（
財
）た
ん
し

ん
地
域
振
興
基
金
の
助
成
を
受
け

て
設
置
し

た
も
の
で
、

今
回
は
竹

野
・
日
高
・

但
東
総
合

支
所
前
の

３
カ
所
に

新
規
に
各

１
基
設
置

し
、
瀬
戸
区
公
民
館
前
の
古
い
ポ

ス
ト
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
も
「
豊
岡
こ
う
の
と

り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
か
ら
寄

贈
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
市
役
所

前
な
ど
５
カ
所
に
設
置
し
て
お
り
、

今
回
の
も
の
を
含
め
る
と
、
市
内

で
合
計
８
カ
所
の
設
置
と
な
り
ま

し
た
。

　

式
に
は
、
豊
岡
市
青
少
年
補
導

委
員
ら
関
係
者
が
出
席
し
、
同
委

員
協
議
会
会
長
の
藤
原 
惠  
弘 
さ
ん

し
げ 
ひ
ろ

は
「
補
導
委
員
の
組
織
も
市
内
全

地
域
に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

白
い
ポ
ス
ト
が
市
内
全
地
域
に
設

置
で
き
た
こ
と
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
活
動
の
大
き
な
弾
み
に
な

り
、
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
し
た

障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を
積
極
的
に
支
援

オストメイト（人工肛門・人工膀胱） 
用の設備を備えています 

▲オストメイト対応のトイ
レには、このマークが付
いています

▲設置式に出席した関係者

　

新
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｅ
の
児
童

生
徒
が
市
長
室
に
や
っ
て
来
た
の

は
、
平
成　

年
３
月
の
こ
と
で
し

１９

た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
こ

と
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

の
農
法
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど

豊
岡
の
環
境
が
良
く
な
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
広
げ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
そ
う
だ
、

消
費
を
増
や
せ
ば
い
い
。

　

ふ
と
見
る
と
、
学
校
の
近
く
に

コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
コ
ン
ビ
ニ
を
訪
れ
、
自

分
た
ち
の
主
張
を
書
い
た
画
用
紙

を
見
せ
な
が
ら
、
店
長
に
訴
え
ま

し
た
。「
お
店
で
売
っ
て
い
る
お
に

ぎ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
お
米
に
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

　

残
念
な
が
ら
、
願
い
は
ま
だ
実

現
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。

次
は
学
校
給
食
だ
。
誰
に
頼
ん
だ

ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
市
長
だ
！

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で

ア
ポ
を
取
り
、
自
分
た
ち
だ
け
で

市
長
室
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
論
理
と
行
動
力
に

感
動
し
、
検
討
を
約
束
し
ま
し
た
。

当
時
、
学
校
給
食
は
、
９
千
人
を

対
象
に
、
週
４
日
、
地
元
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
内
２
カ
月
に
３
日
の
割
合
な
ら
、

他
を
節
約
す
れ
ば
、
割
高
な
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
お
米
に
変
え
て
も
給
食

費
を
値
上
げ
し
な
く
て
も
済
む
こ

と
が
分
か
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
ご
飯

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
１
月
。
私
た
ち

は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
た
め
に
と
い

た
だ
い
た
基
金
の
使
い
道
を
検
討

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
い
出
し
た

の
で
す
。
学
校
給
食
を
５
日
と
も

ご
飯
に
し
よ
う
。
そ
の
内
１
日
は

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
お
米
に
し
よ
う
。

費
用
が
高
く
な
る
分
は
基
金
の
一

部
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
行
動
が
き
っ
か

け
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
ご
飯
、
茶
碗

　

万
杯
、
育
む
農
法
の
水
田
が
７

３４ヘ
ク
タ
ー
ル
、
新
田
小
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
８
個
分
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
大
喜
び
だ

よ
、
き
っ
と
。

用
で
き
る
よ
う
「
お
湯
」
や
「
シ
ャ

ワ
ー
」、「
水
せ
っ
け
ん
」
と
い
っ

た
必
要
な
も
の
も
配
置
し
て
い
ま

す
。

▲オストメイト対応トイレ

▲竹野総合支所前の白いポスト
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３
月　

日
、「
ス
ナ
ッ
プ　

き
の
さ
き
」（
城
崎
観

１２

ｉｎ

光
協
会
主
催
）
が
、
Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
前
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
城
崎
温
泉
街
を
訪
れ
た
観
光
客
に
思
い

出
の
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
お
う
と
、
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン

の
２
月
と
３
月
の
２
回
、
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

当
日
は
、
先
着　

組
の
観
光
客
が
、
城
崎
温
泉
街
マ

５０

ス
コ
ッ
ト
の
松
葉
ガ
二
の
「
ジ
ョ
ー
く
ん
」「
サ
キ

ち
ゃ
ん
」、
地
元
の
戦
士
「
城
崎
泉
隊
オ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
」

と
一
緒
に
記
念
撮
影
し
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
阪
市
か
ら
友
達
４
人
で
観
光
に
訪
れ
た
亀
田
茉

利
さ
ん
は
「
外
湯
巡
り
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

城
崎
に
来
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
田
ん
ぼ
の
学
校
「
ア
カ
ガ
エ
ル
調
査
」

（
コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所
主
催
）が
県
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
で
行
わ
れ
、　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　

公
園
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
で
は
、
約
５
０
０
個

の
卵
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ア
カ
ガ
エ
ル
は
、
通
常

１
匹
が
１
個
の
卵
を
産
む
の
で
、
メ
ス
だ
け
で
５
０

０
匹
以
上
い
る
計
算
に
。
本
州
に
住
む
カ
エ
ル
の
中

で
一
番
早
い
時
期
に
卵
を
産
む
こ
の
カ
エ
ル
は
、
乾

田
化
に
よ
り
各
地
で
激
減
し
て
い
ま
す
が
、
豊
岡
で

は
ま
だ
健
在
で
す
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
見
て
、「
ヒ

ジ
キ
み
た
い
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

調
査
後
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
地
元
野
菜
と
肉
入
り
鍋

は
好
評
で
、
お
か
わ
り
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
、
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
、　

組
の

25

親
子
が
、
ひ
な
ま
つ
り
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　

お
ひ
な
さ
ま
と
お
内
裏
さ
ま
の
壁
飾
り
を
作
り
、

部
屋
に
飾
っ
て
か
ら
、
す
し
作
り
に
挑
戦
で
す
。
錦

糸
卵
、
菜
の
花
、
ニ
ン
ジ
ン
の
花
・
星
・
ハ
ー
ト
型

な
ど
の
具
材
を
、
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
て
、
親
子
で

ト
ッ
ピ
ン
グ
。
お
皿
に
の
せ
る
と
色
と
り
ど
り
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ず
し
の
出
来
上
が
り
で
す
。

　

全
員
、
お
す
し
一
皿
ず
つ
を
ペ
ロ
リ
と
完
食
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
外
国
語
指
導
助
手
の
ベ
ン
・
シ
ル
さ
ん

は
、「
ア
メ
リ
カ
に
ひ
な
ま
つ
り
は
無
い
で
す
。
ハ
ッ

ピ
ー
ひ
な
ま
つ
り
♪
」
と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

▲「ほら、そこにカエルの卵がある」「本当だ」親子
自然教室の１コマ

▲ＪＲ城崎温泉駅を背景に地元のマスコットらと記
念撮影する観光客。写真はその場で手渡された

▲説明を聞いてから、一斉にデコレーションずし作
りを始める親子

田
ん
ぼ
の
学
校

春
を
告
げ
る　

ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
が
い
っ
ぱ
い

ス
ナ
ッ
プ　

き
の
さ
き

in

城
崎
温
泉
の
思
い
出
に

写
真
は
い
か
が

ひ
な
ま
つ
り
ク
ッ
キ
ン
グ　
　

親
子
で
、作
る
楽
し
さ

食
べ
る
喜
び
体
感
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

３
月
５
日
か
ら　

日
ま
で
の
間
、「
郷
土
の
洋
画
家

２４

後
藤
孝
三
展
」
を
伊
藤
清
永
美
術
館
で
開
催
し
、
観

光
客
ら
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年　

月　

日
、
後
藤
画
伯
の
遺
族
か

１１

１７

ら
油
彩
画　

点
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク　

冊
を
寄
贈
い

１１

１０

た
だ
い
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

作
品
の
多
く
は
、
画
伯
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
故
郷

で
あ
る
豊
岡
の
風
景
や
人
々
を
題
材
に
描
か
れ
て
お

り
、
昭
和　

年
か
ら　

年
代
の
ま
ち
の
風
景
や
人
々

２０

４０

の
暮
ら
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ー

チ
ャ
ル
美
術
館
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月
６
日
、
日
高
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
に
よ
る「
マ
ロ
ニ
エ
の
里
朝
市
」が
、
日
高
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
再
び
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
　

月
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
零

１２
時　

分
ま
で
、
地
元
産
の
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
野

３０
菜
や
米
、
そ
し
て
も
ち
や
味
噌
な
ど
の
加
工
品
を
販

売
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
来
場
者
へ
豚

汁
、
混
ぜ
ご
は
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
、
旬

の
野
菜
、も
ち
、お
こ
わ
、花
苗
な
ど
が
販
売
さ
れ
、に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

マ
ロ
ニ
エ
の
里
朝
市
リ
ー
ダ
ー
の
木
内
玉
枝
さ
ん

（
日
高
町
祢
布
）は
「
今
年
も
安
全
・
安
心
な
野
菜
を

頑
張
っ
て
作
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。▲豚汁・混ぜごはんなどの振る舞いや、花苗・旬

の野菜の販売などでにぎわうマロニエの里朝市

　

３
月
７
日
、
食
育
講
演
会
＆
調
理
実
習
（
但
東
青

少
年
健
全
育
成
子
育
て
応
援
団
主
催
）
が
合
橋
地
区

公
民
館
で
行
わ
れ
、
子
育
て
中
の
方
な
ど
約　

人
が

５０

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
㈲
あ
し
た
代
表
取
締
役
の
霜
倉
和
典

さ
ん（
但
東
町
坂
津
）が
「
農
業
で
育
つ
心
と
体
」
と

題
し
て
、
「
人
の
命
と
健
康
は
食
べ
物
で
支
え
ら
れ
、

食
べ
物
は
土
で
育
て
る
。
人
の
命
と
健
康
は
土
そ
の

も
の（ 
身  
土  
不  
二 
）」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

し
ん 
ど 

ふ 

に

　

続
い
て
、
但
東
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
教
諭
の 
井  
手 
い 

で

 
迫 
陽
子
さ
ん（
出
石
町
町
分
）指
導
の
下
、
地
元
食
材

さ
こを

使
っ
て
料
理
を
作
り
、
美
味
し
い
ご
飯
と
味
噌
汁

の
朝
ご
飯
メ
ニ
ュ
ー
に
、
全
員
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

▲地元で採れた食材で作った朝ご飯メニューを美味
しく食べる子どもたち

マ
ロ
ニ
エ
の
里
朝
市
が
再
び
オ
ー
プ
ン

春
に
な
り
ま
し
た

新
鮮
野
菜
な
ど
が
お
目
見
え

食
育
講
演
会
＆
調
理
実
習

地
元
の
農
業
を
学
び

美
味
し
い
食
材
を
味
わ
お
う

郷
土
の
洋
画
家　

後
藤
孝
三
展

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
心
象
画
が

心
に
響
く

▲ ｢かんざし飾りの芸者」という作品を食い入るよ
うに見つめる観覧者
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糸  
乗 　

克
   

さ
ん（　

歳
）日
高
町
名
色

い
と 

の
り 

す
ぐ
る

２９

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
「
神
鍋
高
原
」
が
あ
る
日
高
地
域
。同

地
域
に
は
、ス
キ
ー
競
技
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
男
性
が
い
ま
す
。

ス
キ
ー
の
魅
力
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
こ
う
と
指
導
者
も

務
め
る
な
ど
、精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

　

姿
勢
を
低
く
構
え
、
コ
ー
ス
全

体
を
視
野
に
入
れ
、
１
本
目
の
旗

門
に
意
識
を
集
中
す
る
。
事
前
に

イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ
イ
ン
に
ス
キ
ー

板
を
沿
わ
せ
、
最
短
距
離
で
効
率

的
な
コ
ー
ス
で
滑
走
し
た
い
。
が
、

攻
め
す
ぎ
る
と
コ
ー
ス
ミ
ス
し
、

大
き
く
タ
イ
ム
を
落
と
し
て
し
ま

う
。
攻
め
と
守
り
の
ギ
リ
ギ
リ
の

一
線
を
探
る
ス
タ
ー
ト
前
の
緊
張

の
一
瞬
だ
。
こ
ん
な
時
、
こ
の
選

手
は
自
分
に
こ
う
言
い
聞
か
せ
る
。

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

６４

会
ス
キ
ー
競
技
会（
２
月　

日
、新

１９

潟
県
湯
沢
町
）で
成
年
男
子
Ｂ
ク

ラ
ス（　

歳
以
上　

歳
未
満
）の
大

２６

３４

回
転
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

の
部
に
出
場
し
た
糸
乗
さ
ん
は
、

同
ク
ラ
ス
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
約
１

０
０
人
の
う
ち
、１
番
ス
タ
ー
ト
と

い
う
極
度
の
緊
張
の
中
、
１
分　
１０

秒　

と
い
う
滑
り
を
見
せ
つ
け
、

３０
見
事
３
位
の
座
を
手
繰
り
寄
せ
た
。

　

彼
は
「
体
調
と
雪
面
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
良
く
、
適
度
な
緊
張
が

逆
に
良
い
刺
激
と
な
り
、
高
い
次

元
で
滑
り
に
集
中
で
き
た
」
と
大

会
を
振
り
返
る
。

　

大
回
転
は
、
平
均
斜
度　

度
〜

１５

　

度
の
急
斜
面
に
設
置
さ
れ
た
旗

２０

門
を
左
右
交
互
に
通
過
し
な
が
ら

滑
り
、
２
回
滑
走
し
た
合
計
タ
イ

ム
の
短
さ
を
争
う
競
技
。
旗
門
に

対
し
て
決
め
ら
れ
た
方
向
を
、
選

手
の
ス
キ
ー
板
２
本
と
両
足
が
通

過
す
る
と
正
式
な
記
録
と
な
る
。

　

彼
が
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は
、

２
歳
の
こ
ろ
。
父
親
の
熱
心
な
指

導
と
、
も
と
も
と
、
母
親
が
大
回

転
の
国
体
選
手
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
競
技
の
世
界
に
身
を
置
く
こ

と
は
、
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
大
学
に
推
薦
入

学
し
、
ス
キ
ー
部
に
入
部
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

選
手
た
ち
と
日
々
、
厳
し
い
練
習

に
励
み
、
そ
の
技
術
を
磨
い
て
き

た
。

　

今
回
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

糸
乗
さ
ん
に
日
ご
ろ
の
心
構
え
や

練
習
方
法
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

　
「
大
会
の
時
だ
け
、う
ま
く
や
り

過
ご
そ
う
と
考
え
て
い
て
は
勝
負

の
世
界
で
は
勝
ち
残
れ
な
い
。
速

く
滑
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
を
、
い
つ
も
考
え
る
こ
と
が

大
切
。
毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

必
要
で
す
」
と
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

身
体
づ
く
り
に
余
念
が
な
い
。

　

さ
ら
に
「
タ
イ
ム
が
す
べ
て
の

こ
の
競
技
は
、
と
て
も
分
か
り
や

す
い
。
練
習
し
た
こ
と
や
そ
の
時

の
仕
上
が
り
が
そ
の
ま
ま
結
果
に

つ
な
が
る
か
ら
面
白
い
で
す
」
と

子
ど
も
の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
る
。

　

現
在
、
神
鍋
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

チ
ー
ム
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
も
務
め

る
糸
乗
さ
ん
は
「
年
々
ス
キ
ー
人

口
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
子
ど
も
に
ス
キ
ー
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
、

未
来
の

ト
ッ
プ

ス
キ
ー

ヤ
ー
た

ち
に
優

し
い
視

線
を
送

っ
て
い

た
。

「
俺
が
一
番
速
い
」

親
の
背
中
を
見
て
成
長

い
つ
も
速
さ
を
追
求
す
る

姿
勢
が
大
切

一
人
で
も
多
く
の
人
に

ス
キ
ー
の
魅
力
を

▲大会で華麗なターンを見せる糸乗さん

▲

普
段
は
県
立
但
馬
ド
ー
ム
で
勤
務
し

て
い
る
糸
乗
さ
ん

▲大会後の記念撮影、神鍋ジュニアス
キーチームメンバー
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「
但
馬
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

み
ち
草
」
は
、
平
成　

年
に
発
足

１９

し
、
現
在
、
但
馬
地
域
在
住
の
メ

ン
バ
ー
約　

人
が
所
属
し
て
い
ま

９０

す
。毎
月
６
〜
７
回
程
度
、但
馬
地

域
内
を
中
心
に
各
地
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
活
動
を
し
て
お
り
、２
月　
２８

日
、但
馬
五
社
を
巡
る「
五
社
明
神

巡
拝
ウ
ォ
ー
ク
」の
最
終
行
程
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
員
の
資
格

を
持
つ
会
長
の
中
嶋
洋
二
郎
さ
ん

（
千
代
田
町
）は「
少
子
高
齢
社
会

の
今
、� 
歩  
育 
�が
注
目
さ
れ
て
い

ほ 

い
く

ま
す
。歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、心
身

を
健
康
に
保
つ
こ
と
が
で
き
、生

活
が
充
実
し
ま
す
」と
額
の
汗
を

拭
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、よ
ふ
ど
温
泉（
朝
来

市

山

東

町
）を

発

着
点
に
し

た
約　

キ
１５

ロ
メ
ー
ト

ル
の
行
程

で
、途
中
、

 
當  
勝 
神
社

ま
さ 
か
つ

や
道
の
駅

「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」に
寄
り
、但

馬
五
社
の
一
つ「 
粟  
鹿 
神
社
」で
記

あ
わ 

が

念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
山
あ
い
を
抜
け
、

田
園
地
帯
を
通
る
田
ん
ぼ
道
を
通

り
、　

人
の
参
加
者
は
、道
中
、会

２８

話
を
楽
し
み
な
が
ら
気
持
ち
の
良

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

副
会
長
の 
宇  
都  
良 
栄
子
さ
ん

う 

つ 

ら

（
養
父
市
広
谷
）は
「
普
段
、
車
や

公
共
交
通
機
関
で
通
り
慣
れ
た
道

で
も
、
歩
い
て
み
る
と
違
っ
て
見

え
ま
す
。
四
季
を
通
じ
て
、
新
し

い
も
の
に
出
合
え
る
の
で
気
分
が

良
い
で
す
」
と
爽
や
か
な
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
へ

の
問
合
せ
は
、
中
嶋
さ
ん
ま
で
。

�　

－

２
７
１
５

２２

『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
み
ち
草
』（
豊
岡
）

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
心
身
を
健
康
に

　

出
石
の
市
街
地
に
位
置
す
る
出

石
愛
育
園
。
周
囲
に
は
住
宅
地
と

田
園
地
帯
が
広
が
る
調
和
の
と
れ

た
環
境
の
中
、
園
児
た
ち
は
た
く

さ
ん
の
友
達
と
一
緒
に
す
く
す
く

と
育
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
、
毎
年

恒
例
の
ひ
な
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
様
子
を
の

ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
園
長
先
生
が
「
ひ
な

ス
で
作
り
上
げ
た
ひ
な
壇
が
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
紙
パ
ッ
ク

や
紙
皿
を
再
利
用
し
て
作
り
、
た

た
む
と
鞄
に
な
る
お
ひ
な
さ
ま
や

首
飾
り
に
な

る
お
ひ
な
さ

ま
な
ど
、
い

ろ
ん
な
お
ひ

な
さ
ま
で

作
っ
た
ひ
な
壇

で
す
。

　

こ
の
ひ
な
壇

を
前
に
、
先
生

の
ピ
ア
ノ
に
合

わ
せ
て
み
ん
な

で
ひ
な
ま
つ
り
の
歌
を
元
気
に
歌

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
ひ
な

壇
の
前
で
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が

楽
し
み
に
し

て
い
た
お
昼

ご
飯
は
、
ち

ら
し
ず
し
と

お
吸
い
物
で

す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
食

べ
て
、
楽
し
い
思
い
出
の
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

１４ 

出
石
愛
育
園 （
出
石
） 

〈
園
児
９０
人
〉 

説
明
。
今
年
１
年

間
、
病
気
を
せ
ず

に
楽
し
く
遊
べ
る

よ
う
お
祈
り
し
ま

し
た
。

　

次
は
、
お
内
裏
さ
ま
や
お
ひ
な

さ
ま
、
ひ
し
も
ち

や
ぼ
ん
ぼ
り
な
ど

に
か
た
ど
っ
た
紙

を
、
園
児
た
ち
が

順
番
に 
赤  
屏
風 
に

あ
か 

び
ょ
う
ぶ

貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。

途
中
、
並
べ
方
が
分

か
ら
な
く
な
る
と
、
先

生
が
事
前
に
並
べ
た
ひ
な
壇
を
見

な
が
ら
貼
っ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

あ
れ
？
並
べ
方
が

あ
れ
？
並
べ
方
が

分
か
ら
な
い
！

分
か
ら
な
い
！

み
ん
な
で
仲
良
く

み
ん
な
で
仲
良
く

お
い
し
い
ご
飯

お
い
し
い
ご
飯

♪
今
日
は
楽
し
い

♪
今
日
は
楽
し
い

ひ
な
ま
つ
り
♪

ひ
な
ま
つ
り
♪

い
ろ
ん
な
お
ひ
な
さ
ま

い
ろ
ん
な
お
ひ
な
さ
ま
にに

囲
ま
れ
て

囲
ま
れ
て

ま
つ
り
は
女

の
子
の
健
や

か
な
成
長
を

祈
る
年
中
行

事
で
す
よ
」

と
い
わ
れ
を
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環
境
と
経
済
の
両
立 

（
最
終
回
） 
よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
目
標
と
す
る
姿
の
実
現
の
た
め
に
」 

（
最
終
回
） 

１５ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、前
回
は
全
体
の
流
れ
を
お
さ
ら
い

し
ま
し
た
。今
回
は
、
一
人
ひ
と
り
が
実
践
す
る
行
動
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
で

最
終
回
と
な
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
環
境
と
経
済
の
両
立

　

環
境
問
題
の
第
一
人
者
で
あ
る

早
稲
田
大
学
教
授
の
寄
本
勝
美
さ

ん
は
次
の
と
お
り
述
べ
て
い
ま
す
。

「
経
済
の
回
復
と
安
定
を
図
る
た

め
に
は
、
そ
れ
に
必
要
な
量
の
生

産
と
消
費
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、

経
済
と
環
境
の
両
立
が
求
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
駄
な
生

産
や
消
費
は
徹
底
的
に
改
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
必
要
量
の
経

済
活
動
や
消
費
生
活
か
ら
出
て
く

る
廃
品
や
廃
棄
物
は
、
徹
底
的
に

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
棄
物
の
減
量

や
資
源
の
有
効
利
用
に
努
め
る
こ

と
こ
そ
が
問
わ
れ
て
い
る
」。

●
終
わ
り
に

　

私
た
ち
が
生
き
て

い
く
限
り
、
ど
ん
な

に
減
量
努
力
を
し
て

も
必
ず
ご
み
は
排
出
さ
れ
、
決
し

て
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
然
、
廃
棄
物
を
処
理
す
る
施

設
を
ど
こ
か
に
建
設
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
が
で
き
る

地
元
の
方
々
だ
け
の
問
題
で
あ
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ご
み
を
排
出

す
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

問
題
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
責
任

を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
、
循
環
型
社

会
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

●
豊
岡
市
の
ご
み
量
の
変
化

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
、
近
年
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
社
会

の
中
で
ご
み
量
は
増
え
続
け
、
最

終
処
分
場
の
残
容
量
が
限
界
に
近

づ
く
な
ど
、
ご
み
問
題
は
全
国
の

自
治
体
に
と
っ
て
早
急
に
解
決
す

べ
き
最
重
要
課
題
で
す
。

　

市
で
も
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ま
れ
る
ご
み
量
が
、
セ
ン

タ
ー
開
設
当
初
の
平
成
２
年
度
に

約
３
万
１
２
０
０
ト
ン
で
あ
っ
た

も
の
が
、
平
成　

年
度
に
は
、
年

１２

間
で
約
４
万
２
８
０
０
ト
ン
と　
１０

年
間
に
約
４
割
増
え
る
な
ど
、
異

常
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
集
団
回
収
の
奨
励
、

分
別
区
分
の
変
更
、
有
料
化
の
実

施
、
搬
入
物
検
査
の
強
化
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
平
成

　

年
度
の
搬
入
ご
み
は
、
セ
ン

２０

タ
ー
開
設
以
来
最
も
少
な
く
、
３

万
ト
ン
を
切
る
見
込
み
で
す
。

●
経
済
情
勢
と
ご
み
量
の
関
係

　

し
か
し
、
搬
入
ご
み
の
減
量
は
、

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
ご
み
減
量

の
成
果
ば
か
り
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
百
年
に
１

度
と
言
わ
れ
る
経
済
不
況
は
、
工

場
の
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
、
多
く

の
人
々
の
職
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

当
然
、
消
費
は
落
ち
込
み
、
そ
の

こ
と
が
不
本
意
な
が
ら
ご
み
減
量

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
ま
で
大
量
消
費
社
会
を
批

判
し
て
い
た
評
論
家
も
マ
ス
コ
ミ

も
今
は
、
そ
ろ
っ
て
消
費
拡
大
を

訴
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
経
済
情
勢
の
悪
化
か
ら
立

ち
直
る
た
め
に
は
、
消
費
拡
大
が

急
務
で
す
。
し
か
し
、
経
済
情
勢

の
持
ち
直
し
と
と
も
に
、
ご
み
量

ま
で
元
ど
お
り
増
や
し
て
は
何
の

合言葉は
 もったいない 
つなぐ 心地よい 自信・誇り 

ばちがあたる ちょっとでも 

行動しよう  
■身近な自然に関心を持ち、里山や水辺の保全活動に参加しましょう。 
■地元で採れた安全・安心な農産物の購入に努めましょう。 
■地元産、国内産の木材製品を使うように努めましょう。 
■節水に努め、家庭排水や事業所の排水は下水道に接続し、
水路などに直接流さないようにしましょう。 

■川や海、水路などにごみを捨てないようにしましょう。 
■伝統行事や環境美化活動への参加を通して、人と人や地域
とのつながりを深めましょう。 
■地域で子どもたちが身近な自然や歴史・文化に触れる体験
活動を進めましょう。 

■ごみの分別を徹底し、地区などで行われる資源ごみの回収
活動に積極的に参加するなど、再資源化に協力しましょう。 
■買物袋（マイバッグ）を持参し、レジ袋はできるだけもらわな
いようにしましょう。 
■日常生活の中で、「冷暖房温度を適切に設定する」、「自動
車運転時にはエコドライブを心がける」など、地球温暖化な
どの環境問題を意識して行動しましょう。 
■市外から訪れた大学生や研究者との交流の機会があるときは、
積極的に参加しましょう。 
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▽ 
河  
部  
艶 
子
   

（
但
東
町
木
村
）

か
わ 

べ 

つ
や 

こ

　
「
但
東
っ
子
通
学
合
宿
実
行
委

員
会
」
を
組
織
す
る
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
・
地
域
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▽
川
見
時
男
（
泉
町
）

　

外
出
が
困
難
な
障
害
者
や
高
齢

者
の
理
容
・
整
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
、
さ
ら
に
、
利
用
者

の
話
や
悩
み
を
傾
聴
す
る
な
ど
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
で
の
サ
ポ
ー

ト
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▽
コ
ー
プ
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
ひ
こ

う
き
ぐ
も
」（
加
広
町
）

　

子
育
て
中
の
親
子
同
士
の
仲
間

作
り
や
情
報
交
換
を
進
め
る
場
を

提
供
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な

ど
、
子
育
て
支
援
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

▽
豊
岡
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
戸

　

牧
）

　

外
来
患
者
の
介
助
や
病
院
案
内
、

院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
快
適
な
医
療
環
境
作
り

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
山
本
邦
雄
（
竹
野
消
防
団
副
団

長
・
竹
野
町
芦
谷
）

▽
山
口　

進
（
出
石
消
防
団
副
団

長
・
出
石
町
八
木
）

▽
田
中
徳
夫
（
但
東
消
防
団
副
団

長
・
但
東
町
天
谷
）

▽
藤
原 
惠 
弘
   

（
高
屋
）

し
げ 
ひ
ろ

■
体
育
功
労
賞

▽
橋
本　

章
（
豊
岡
市
体
育
協
会

理
事
・
京
町
）

▽
池
口
直
樹
（
目
坂
）

　

２
月
８
日
、
目
坂
で
発
生
し
た

建
物
火
災
で
、
早
期
発
見
を
す
る

と
と
も
に
人
命
救
助
と
初
期
消
火

を
迅
速
・
的
確
に
実
施
し
、
被
害

を
最
小
限
に
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

　

２
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。元

気
い
っ
ぱ
い
の
せ
な
が
大
好
き
で
す
。

優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。

（
父 
光
広
・
母 
百
合
香
、野
田
）

　

い
つ
も
素
敵
な
笑
顔
で
周
り
を
幸

せ
に
し
て
く
れ
る
雫
。マ
マ
と
パ
パ

の
元
気
の
源
で
す
。

（
父 
直
大
・
母 
麻
理
奈
、桜
町
）

（平成１９年２月１０日生）

杉 森 世  渚 
せ な

ちゃん
（平成２０年５月９日生）

小 坂　  雫 
しずく

ちゃん

　

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
み

つ
の
笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
�
た
く
さ

ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。

（
父 
貴
幸
・
母 
直
美
、下
陰
）

　

い
つ
も
元
気
な
青
空
。
笑
顔
の
似

合
う
爽
や
か
Ｂ
Ｏ
Ｙ
に
な
っ
て
ね
♪

い
っ
ぱ
い
遊
び
に
行
こ
っ
！

（
父 
慎
吾
・
母 
典
子
、戸
牧
）

（平成１９年５月２０日生）

梅垣 青  空 
そ ら

ちゃん

　

よ
く
泣
き
、
よ
く
笑
う
楓
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
健
や
か
に
育
っ
て
ね
。

（
父 
晶
一
・
母 
敦
子
、城
崎
町
湯
島
） （平成１９年９月１８日生）

古池　  楓 
かえで

ちゃん

（
２
月　

日
〜　

日
・
奥
神
鍋
ス

１１

１３

キ
ー
場
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
優

勝
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
優
勝

▽
中
川 
剛 
聡
   

（
京
都
府
福
知
山
成

た
か 
と
し

美
高
３
年
・
但
東
町
天
谷
）

▽
田
中
藍
奈
（
京
都
府
福
知
山
成

美
高
１
年
・
野
田
）

■
エ
コ
活
動
部
門　

エ
コ
大
賞　

▽
新
田
小
学
校

　
「
人
・
自
然
・
命
の
つ
な
が
り

か
ら
学
ぶ
子
を
め
ざ
し
て
」
と
題

し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る

環
境
教
育
に
取
り
組
ん
だ
同
校
が
、

全
国
１
３
６
７
点
の
応
募
の
中
か

ら
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

財
団
法
人

兵
庫
県
体
育
協
会
表
彰

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

消
防
庁
長
官
表
彰

第　

回　

近
畿
高
等
学
校

５７

ス
キ
ー
選
手
権
大
会

２
０
０
９
年

　

学
校
自
慢
エ
コ
大
賞

▲新田小学校のエコ活動

（平成１９年１０月３１日生）

池田 充  希 
みつ き

ちゃん

青
少
年
補
導
委
員
知
事
表
彰
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

■
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

○
後
部
座
席
に
乗
車
す
る
と
き
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
自
転
車
は
、
車
道
の
左
側
通
行

が
原
則
で
す
。
歩
道
を
走
る
と

き
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
、
２
人
乗
り
、
並
進
、

携
帯
電
話
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
使

用
は
禁
止
で
す
。

・
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
、
信
号
と
一
時
停

止
を
遵
守
し
、
安
全
確
認
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
追
放「
３
な
い
運
動
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
車
を
運
転
し

な
い
。

②
運
転
す
る
と
き
は
酒
を
飲
ま
な

い
。

③
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
飲
ま

せ
な
い
。

■
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

　

車
両
運
転
者
は
、
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用

者
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
タ
ス

キ
の
着
用
で
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

　

全
係
�　

－

１
１
１
１

２３

　

城
崎
な
ら
で
は
の 
大 おお

 
谿 
川
の
景
観
を
利
用
し

た
にた

「
城
崎
温
泉
流
し
び

な
」
を
開
催
し
ま
す
。

川
の
浄
化
と
清
流
の
蘇
生
を
願
う

と
と
も
に
、
市
民
や
観
光
客
の
皆

さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
催
し
で
す
。
流
し
び
な

は
、
当
日
も
販
売
し
ま
す
。

　

な
お
、
付
属
の
短
冊
に
願
い
事

　

春
の
一
日
を
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月
５
日（
日
）午
前　
１０

を
記
入
し
、
流
し
び
な
を
流
さ
れ

た
方
に
は
、
ひ
な
あ
ら
れ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す（
数
に
制
限
あ
り
）。

甘
酒
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
５
日（
日
）午
前　
１０

時　

分
〜　

※
雨
天
順
延

３０

▽
場
所　

城
崎
温
泉
街　

一
の
湯

付
近

▽
問
合
せ　

城
崎
町
商
工
会

　

�　
－

４
４
１
１

３２

時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
前
駐

　

車
場

▽
内
容　

千
人
鍋
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

各
種
バ
ザ
ー
な
ど

▽
そ
の
他　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

の
出
店
者
募
集
中
で
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
商
店
街
連
合

会
�　

－

４
４
５
６

２２

　

桜
の
名
所
と
古
墳
で

知
ら
れ
る
大
師
山
自
然

公
園
で
、
家
族
、
友
達

と
一
緒
に
、
花
見
や
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

手
作
り
す
し
や
甘
酒
、
お
で
ん

な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
５
日（
日
）午
前
９

時
〜　

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

大
師
山
自
然
公
園
（
引

野
）

▽
問
合
せ　

引
野
区　

竹
村
英
利

さ
ん
�　

－

３
２
９
４

２２

第
７
回
城
崎
温
泉
流
し
び
な

平
成　

年
２１

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日（
月
）〜　

日（
水
）

１５

　

豊
岡
の
春
ま
つ
り

’０９

 
大  
師  
山 
さ
く
ら
ま
つ
り

た
い 
し 
や
ま

期

間

期

間

催

し

催

し
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鳥
居
の
里
に
、
菜
の
花
の
黄
色

い
じ
ゅ
う
た
ん
が
咲
き
広
が
り
ま

す
。
胸
躍
る
こ
の
季
節
、
市
民
農

▽
日
時　

４
月　

日（
月
）午
前　

２０

１０

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

香
林
会
館
（ 
日
撫 　

正

ひ 

な 

ど

福
寺
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
理
玖
子
会
会
長

　

植
村
武
子
さ
ん
�　

－

１
３
１
８

２４

園
で
は
、
春
を
体
験
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
日
）午
前　

１９

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農

　

園
広
場（
出
石
町
鳥
居
）

▽
内
容

・
は
ち
み
つ
体
験

・
も
ち
つ
き
体
験
お
よ
び
即
売

・
有
機
野
菜
、
産
地
収
穫
物
の
即

売　

な
ど

◆
貸
し
農
園
の
新
規
利
用
受
付
中

▽
年
間
利
用
料　

小
区
画
（
約　
５０

平
方
メ
ー
ト
ル
）
１
５
、
０
０

０
円
、中
区
画（
約　

平
方
メ
ー

７０

ト
ル
）
１
８
、
０
０
０
円

▽
問
合
せ　

鳥
居
や
す
ら
ぎ
農
園

管
理
組
合
組
合
長　

広
井
昌
利

さ
ん
�　

－

４
４
２
４

５２

　

竹
野
南
里
山
の
会
で

は
、
森
林
体
験
を
通
し

て
自
然
の
営
み
を
学
び
、

心
の
豊
か
さ
を
高
め
る
た
め
に
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
広
葉
樹
を

使
っ
て
、
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
作

り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

４
月　

日（
日
）午
前
９

１９

時　

分
〜
午
後
１
時

３０

※
受
付
は
午
前
９
時
〜
・
竹
野
南

地
区
公
民
館
（
竹
野
町
森
本
）

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

竹
野
南
森
林
公
園
（
竹

野
町
森
本
）

▽
内
容　

シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
作

り
▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
々
、
健
康
で

充
実
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、

毎
日
の
食
事
を
お
い
し
く
い
た
だ

く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
参
加
者

同
士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
簡

単
で
す
ぐ
に
で
き
る
栄
養
改
善
の

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

４
月　

日（
金
）、
５
月

２４

８
日（
金
）、　

日（
金
）、
６
月

２９

　

日（
水
）、　

日（
金
）い
ず
れ

１０

２６

も
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

豊
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で

６０

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

▽
内
容　

健
康
講
話
・
栄
養
実
習

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
期
間　

４
月
６
日（
月
）〜

　

日（
月
）

２０
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
保

健
セ
ン
タ
ー
�　

－

１
１
２
７

２４

▽
持
ち
物　

軍
手
、タ
オ
ル
、雨
具

※
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
作

り
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
（
金
）

１０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
地
域
整
備
課

　

�　

－

９
０
７
６

２１

春
の 
理  
玖  
子 
祭

り 

く 

こ

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園

な
の
は
な
ま
つ
り

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

第
1
回
木
の
子
の
教
室

は
つ
ら
つ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

国
府
桜
づ
つ
み
公
園
管
理
会
に

よ
る
観
桜
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

琴
や
尺
八
の
音
を

聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
日
）午
前　

１２

１１

時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

▽
会
場　

国
府
ふ
れ
あ
い
公
園　

（
日
高
町
野
々
庄
）

▽
内
容　

お
茶
会
（
お
茶
券
…
前

売
り
２
５
０
円
、
当
日
３
０
０

円
）、
歌
会
、
和
楽
器
演
奏
、
神

鍋
温
泉
の
足
湯
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど

▽
そ
の
他　

○
前
日
、
当
日
の
夜
は
桜
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
、 
行  
灯 
を
灯
し
て

あ
ん 
ど
ん

い
ま
す
の
で
、
夜
桜
見
物
に
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
詳
細
は
、
国
府
地
区
公
民
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
3.city

.toy
ook
a.

lg.jp/kokufuchiku

‐cc/
index.htm

▽
問
合
せ　

国
府
地
区
公
民
館　

　

�　

－

５
２
４
４

４２

第
６
回
桜
づ
つ
み 
観  
桜  
会 

か
ん 
お
う 

え
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▽
日
時　

４
月　

日
、
６
月　

日

２５

２７

８
月　

日
、　

月　

日
、　

月

２２

１０

２４

１２

　

日（
全
５
回
）　

い
ず
れ
も
土

２６曜
日
午
後
１
時　

分
〜

３０

▽
場
所　

城
崎
地
区
公
民
館　

会

議
室
（
城
崎
町
桃
島
）

▽
内
容　

志
賀
直
哉
の
「
城
の
崎

に
て
」を
読
み
、小

説
の
舞
台
と
な
っ

た
場
所
を
探
訪

▽
定
員　
　

人
３０

▽
日
時　

４
月　

日（
火
）午
後
２

２１

時
〜
４
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

春
の
草
花
の
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
園
芸
講
座
講

師　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
受
講
料　

２
、０
０
０
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
申
込
期
限　

４
月
７
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
�　

－

５
３
０
４

２３

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
木
）

２３

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
城

崎
分
館
�　

－

９
０
７
２
ま
た

２１

は
城
崎
地
区
公
民
館

　

�　

－

９
０
７
１

２１

　

出
石
高
等
学
校
の
芸
術
類
型

（
書
道
・
美
術
）に
は
、一
般
の
方
が

受
講
で
き
る
講
座
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
在
校
生
と
一
緒
に
学
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日
〜
毎
週
月
曜

２０

日
午
後
１
時
５
分
〜
２
時　

分
５５

（
年
間　

回
予
定
）

２１

▽
科
目

①
美
術
概
論
（
美
術

工
芸
制
作
実
習
、
鑑
賞
ほ
か
）

②
書
道
概
論
（
漢
字
書
法
の
基
礎

と
書
道
理
論
ほ
か
）

▽
講
師　

①
宝
塚
造
形
芸
術
大
学
教
授
お
よ

び
地
元
の
芸
術
家

②
書
道
家
、
花
園
大
学
教
授
、
お

よ
び
地
元
表
具
師　

▽
受
講
料　

年
額
３
、２
４
０
円

▽
定
員　

各
５
人
程
度（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

３
月　

日（
火
）〜

３１

４
月　

日（
月
）

２０

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

出
石
高
等

　

学
校
�　

－

３
１
３
１

５２

　

田
ん
ぼ
や
そ
の
周
辺

で
遊
ん
だ
り
生
き
物
調

査
を
し
ま
す
。
昼
は
地
元

食
材
の
鍋
料
理
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

▽
日
時
・
テ
ー
マ　

毎
月
第
３
日

曜
日
の
午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

※
雨
天
決
行

▽
集
合
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

　

館
（
祥
雲
寺
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
参
加
費　

子
ど
も
の
み
１
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
な
ど
）

▽
そ
の
他　

事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

�　

－

７
７
５
０

２３

探
訪
「
城
の
崎
に
て
」

〜
志
賀
直
哉
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
〜

花
の
講
習
会（
４
月
講
座
）

出
石
高
等
学
校        

 
地
域
オ
ー
プ
ン
講
座

コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

テーマ期日テーマ期日
秋の田んぼでアカト
ンボ１０月１８日タンポポ探し、

春の草を食べる４月１９日

里山で落ち葉集め、 薪 
まき

作り１１月１５日
田んぼでオタマジャ
クシ、タイコウチなど５月１７日

木の実や 蔓 ・木切れで
つる

工作
１２月２０日田んぼでトンボやカ

エル、メダカ６月２１日

里山観察、足跡や野鳥
など、雪遊び１月１７日小川で魚とリ７月１９日

冬の田んぼ、アカガエ
ル調査２月２１日里山探検８月１６日

自然を食べる会、そば
打ちなど３月２１日あぜ道の生きもの、イ

ナゴやバッタ９月２０日

　

新
し
い
花
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
で
母
の
日
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
体
験
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
土
）午
後
１

１８

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ

本
舗（
祥
雲
寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ジ
ェ

リ
ッ
ク　

ケ
イ

▽
参
加
費　

３
、０
０
０
円（
飲
み

物
付
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

４０

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
金
）

１７

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
�　

－

８
２
２
２

３７

母
の
日
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

づ
く
り
教
室
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各
地
域
の
子
育
て

セ
ン
タ
ー
で
は
、
在

宅
で
子
育
て
を
し
て

い
る
親
子
の
グ
ル
ー

プ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育

て
に
関
す
る
情
報
交
換
や
親
子
の

ふ
れ
あ
い
遊
び
、
季
節
の
行
事
な

ど
を
通
じ
て
親
子
と
も
に
友
達
の

輪
を
広
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、
月

２
回
程
度
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

通
信
費
な
ど
の
実
費

▽
定
員　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

の
み
親
子
１
０
０
組
で
、
そ
の

他
の
セ
ン
タ
ー
は
、
特
に
設
定

し
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
間　

４
月　

日（
金
）〜

１０

　

日（
金
）

２４
▽
問
合
せ　

各
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係

　

�　

－

０
０
５
３

２９

募

集

募

集

▽
職
種
・
募
集
人
数　

要
介
護
認

定
調
査
員
・
１
人

▽
勤
務
場
所　

介
護
保
険
課

▽
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

２４

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
普

通
自
動
車
免
許
を
持
ち
、
認
定

調
査
に
意
欲
の
あ
る
方
（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
な
ど
は
優
遇
）

※
執
務
時
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
必

要
と
し
ま
す
。

▽
職
務
内
容　

要
介

護
認
定
の
訪
問
調

査
、
調
書
作
成

▽
勤
務
条
件

○
報
酬
…
月
額
１
５
３
、
８
０
０

円
（
有
資
格
者
は
優
遇
）

○
勤
務
時
間
…
月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

３０

（
週　

時
間
）

３６

▽
申
込
方
法　

職
員
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

資
格
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
金
）

１０

▽
選
考
試
験　

４
月　

日（
水
）午

１５

前　

時
〜
市
役
所
第
２
会
議
室

１０

▽
採
用
予
定
日　

５
月
１
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

職
員
課
人

　

事
係
�　

－

１
３
２
６

２３

　

本
市
が
応
援
す
る
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

神
戸（
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
）か

ら
２
０
０
９
Ｊ
リ
ー
グ
ヴ
ィ
ッ
セ

ル
神
戸
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ
招
待
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　

５
月　

日（
日
）午
後
３

１０

時
キ
ッ
ク
オ
フ

▽
会
場　

ホ
ー
ム
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム

神
戸
（
神
戸
市
兵
庫
区
）

▽
試
合　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸　

名
ＶＳ

古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

▽
招
待
内
容

○
席
種　

バ
ッ
ク
自
由
席

・
小
中
学
生
以
下
…
チ
ケ
ッ
ト
代

１
、２
０
０
円
↓
無
料

・
大
人
…
チ
ケ
ッ
ト
代
２
、
５
０

０
円
↓
１
、
５
０
０
円

※
当
日
は
、
各
自
で
ス
タ
ジ
ア
ム

に
行
き
、
観
戦
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ま
た
は
教
育
委
員
会
各
分
室
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
金
）

１７

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
�　

－

９
０
２
３

２１

　
　
　

－

４
６
６
９

ＦＡＸ
２４

子
育
て
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
を

　

応
援
に
行
こ
う
！

観
戦
希
望
者
募
集

申込み・問合せ申込方法対象
対象
地域

センター
名

〒６６８‐００３１
大手町４‐５
�２４－４６０４
ＦＡＸ２４－４７４０

　はがきに住所、
氏名（親子）、子
どもの生年月日と
年齢、電話番号を
記入の上、郵送

０～３歳児
と保護者

豊岡
子育て
総合

センター

〒６６９‐６１０１
城崎町湯島６２５‐９
�・ＦＡＸ３２－４６６６

　各子育てセン
ターに備え付け
の申込用紙に必
要事項を記入の
上、提出（ファック
ス可）

就学前
乳幼児と
保護者

城崎
（港地
区可）

城崎
子育て
センター

〒６６９‐６２１１
竹野町和田３８９‐１
�・ＦＡＸ４７－２０３０

竹野
竹野
子育て
センター

〒６６９‐５３９１
日高町祢布９２０
�４２－４６１０
ＦＡＸ４２－２０２４

日高
日高
子育て
センター

〒６６８‐０２３２
出石町宵田７８‐１
�５２－６１８８
ＦＡＸ５２－６０３５

出石
出石
子育て
センター

〒６６８－０３１１
但東町出合４７－１
�２１－９０７９
ＦＡＸ５４－１０２５

但東
但東
子育て
センター

豊
岡
市
非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集
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テ
ニ
ス
愛
好
者
の
親
善
お
よ
び

テ
ニ
ス
の
普
及
向
上
を
図
る
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月　

日（
日
）〔
予
備

１９

日
４
月　

日（
日
）〕午
前
９
時
〜

２６

▽
場
所　

神
美
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
神
美
台
）

▽
種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

▽
競
技
方
法　

リ
ー
グ
戦
後
、
順

位
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

１
組　

２
、
０
０
０

円
（
学
生
は
１
、
０
０
０
円
）

▽
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

６０

▽
申
込
方
法　

必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日（
土
）

１１

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局　

齋
藤
直
喜
さ

ん
（
〒
６
６
９
‐
５
３
５
３　

日
高
町
森
山
１
６
０
）

　

�
０
９
０－

３
４
９
６－

３
７
３
９

　
　
　

－

０
２
８
１

ＦＡＸ
４４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tajim
a

‐tennis

‐aso@
vc.

inaker.or.jp

　

妊
婦
健
診
費
用
の

助
成
は
、
今
ま
で
５

回
分
で
し
た
が
、　
１４

回
分
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

２
月
１
日
か
ら
の
妊
婦

健
診
（
５
回
の
助
成
が
済
ん
で

い
る
方
も
２
月
以
降
分
対
象
）

※
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
領
収
書
原
本
、

印
鑑
、
振
込
口
座
の
分
か
る
も

の
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の

上
、
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
は
そ
の
ま
ま
使
用
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン

タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

　

�　

－

１
１
２
７
ま
た
は
各
総

２４
合
支
所
健
康
福
祉
課

◆
豊
岡
市
奨
学
生

▽
対
象　

高
校
生
、

特
別
支
援
学
校

（
高
等
部
）、
高
等

専
門
学
校
生
、
大
学
生

▽
貸
与
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

○
人
物
・
学
力
と
も
に
優
秀
で
、

学
校
長
の
推
薦
の
あ
る
方

○
保
護
者
が
申
請
日
に
お
い
て
、

市
内
に
１
年
以
上
在
住
の
方

▽
貸
与
金
額
（
月
額
）

○
高
校
生　

９
、９
０
０
円

○
大
学
生　

４
４
、６
５
０
円

▽
申
込
期
間　

４
月
６
日（
月
）〜

　

日（
金
）　

２４
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

◆
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生　

▽
給
付
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ

　

て
満
た
す
方

○
主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ
る
保

護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
ま
た

は
負
傷
の
た
め
、
著
し
い
後
遺

障
害
が
あ
っ
て
働
け
な
く
な
っ

た
方
の
子
弟
で
、
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）、
大

学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
に
在

学
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
平
成　

年
４
月
１
日

１７

以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

○
保
護
者
が
申
請
日
に
お
い
て
、

市
内
に
１
年
以
上
在
住
の
方

▽
申
込
期
間　

随
時

▽
申
込
方
法　

教
育
総
務
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
に
あ
る
出
願
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

教
育
総
務

課
�　

－

１
１
１
７
ま
た
は
教

２３

育
委
員
会
各
分
室

◆
兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
振
興
会

奨
学
資
金
貸
与
事
業　

　

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
高

　

等
学
校
教
育
振
興
会
奨
学
金
係

　

�
０
７
８－

９
１
３－

１
９
９
５

市
・
県
の
奨
学
金
制
度

の
お
知
ら
せ

制

度

制

度

妊
婦
健
康
診
査
費
の
助
成
拡
大

2
0
0
9　

第
5
回

但
馬
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
お
よ
び

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用

就
学
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

共
通
事
項

※助成対象経費は、保険診療外の検（健）診料

【妊婦健康診査費の助成】
２月１日以後の
妊婦健診

現　　行

１回（上限１５，０００円）
３回
（各上限５，０００円）

１回（上限１５，０００円）
１回（上限５，０００円）

妊娠２３週
以前

１０回
（各上限５，０００円）

３回（各上限５，０００円）妊娠２４週
以後

１４回５回
助成回数
計
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品
費
や
給
食
費
な
ど
の
経
費
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住

所
を
有
す
る
方
で
、

市
立
小
学
校
ま
た

は
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
お

よ
び
生
徒
の
保
護
者
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
生
活
保
護
世
帯

○
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

（
所
得
調
査
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
認
め
た
世
帯
）

▽
援
助
費
の
種
類

○
学
用
品
費
お
よ
び
通
学
用
品
費

（
第
１
学
年
を
除
く
）

○
新
入
学
学
用
品
費
（
第
１
学
年

の
み
）

○
学
校
給
食
費

○
修
学
旅
行
費

○
自
然
学
校
食
費

○
医
療
費
（
学
校
保
健
法
に
定
め

ら
れ
た
疾
病
に
限
る
）

▽
申
込
方
法　

学
校
、
こ
ど
も
教

育
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
各
分

室
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
学
校
に
提
出
く

だ
さ
い
。

※
民
生
委
員
・
学
校
長
の
意
見
が

必
要
で
す
。

▽
申
込
期
間　

随
時
受
付

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課

　

�　

－

１
４
５
１

２３

　

環
境
行
動
が
経
済
効

果
に
つ
な
が
り
、
そ
の

経
済
効
果
に
よ
っ
て
環

境
行
動
が
活
発
に
な
り
、
さ
ら
に

経
済
効
果
が
高
ま
る
。
市
で
は
、

こ
の
よ
う
な
「
環
境
経
済
型
」
の

事
業
を
進
め
る
た
め
、
市
内
の
事

業
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。

　

支
援
に
は
、
補
助
金
の
交
付
と

専
門
家（
研
究
者
）の
紹
介
が
あ
り

ま
す
。

※
税
の
滞
納
者
な
ど
は
、
支
援
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
補
助
金
の
交
付

▽
申
込
方
法　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
、
各
総
合
支
所
地
域
整
備
課
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

に
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
産
学
連
携
の
支
援

　

副
産
物
を
利
用
し
た
製
品
開
発

や
製
造
方
法
の
改
善
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
た
い

事
業
者
の
方
に
、
神
戸
大
学
や
兵

庫
県
立
大
学
な
ど
の
研
究
者
を
紹

介
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

　

リ
共
生
課
�　

－

９
０
１
７

２１

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kounotorikyousei@
city.

toyooka.lg.jp

環
境
経
済
型
事
業
を

支
援
し
ま
す

環境経済型事業に
関する大学等との
共同研究など

未活用資源（不要
物など）による製品
づくりのための設備
投資

環境経済型の新製
品、新技術などの
開発

対象

２分の１３分の１２分の１補助率

～２５万円１０万円～５０万円３０万円～３００万円補助金額

随時・２週間程度
で審査・決定

５月２５日（月）・６月中に審査・決定
申込期限
・決定

－

・バイオディーゼ
ル燃料精製機器
購入（１００万円）
・プラスチック原
料圧縮機購入
（１００万円）
・プラスチック原
料減容機購入
（７５万円）
・米ぬかペレット
製造機購入
　（１９万円）

・木炭製造省力化
設備開発（１５０万
円）
・バイオディーゼ
ル燃料精製方法
開発（１８０万円）
・樹木・植物強制
振動育成法開発
　（１２０万円）
・ドジョウ養殖方法
開発（１００万円）

・コンクリート製
品耐久性向上等
研究（８０万円）

今までの
事例

【補助金の概要】

　

無
料
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月　

日（
土
）午
後
１

１８

時
〜
４
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

４
階
中
会

議
室

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

相

談

相

談

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
･
相
続
･
多
重
債
務
･

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会
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◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

　

市
で
は
、
重
度
の
障
害
の
あ
る

方
々
の
積
極
的
な
社
会
参
加
の
一

助
と
し
て
、「
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
」
を
平

成　

年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま

２１
す
。
該
当
す
る
方
は
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
交
付
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
事
業

▽
対
象

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

所
持
者

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者

※
施
設
入
所
者
、
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
減
免
者
、
豊
岡
市
実

施
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
助
成
額　

タ
ク
シ
ー
１
回
の
乗

車
に
対
し
、
４
５
０
円

▽
交
付
枚
数　

申
請
し
た
月
か
ら

当
該
年
度
分
の
利
用
券
を
一
括

交
付
（
月
４
枚
交
付
、
年
度
上

限　

枚
）

４８

※
じ
ん
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析

通
院
の
方
に
は
月　

枚
交
付

１２

（
年
度
上
限
１
４
４
枚
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
と

な
る
手
帳
と
印
鑑
（
代
理
申
請

可
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係

　

�　
－

７
０
３
２　
　

－

４
５
１
６

２４

ＦＡＸ
２４

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
追
加

　

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
」

お
よ
び
、
人
工
透
析
患
者
、
高
齢

者
で
歩
行
が
困
難
な
方
を
対
象
と

し
た
「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
事

業
者
に
次
の
事
業
者
を
追
加
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
追
加
し
た
タ
ク
シ
ー
事
業
者

▽
事
業
者
名　

介
護
タ
ク
シ
ー
ひ

ろ
ち
ゃ
ん
（
朝
来
市
山
東
町
滝

田　

‐
５
）

６３

　

�
０
７
９－

６
７
６－

５
８
０
０

　
　

０
７
９－

６
７
６－

５
８
１
１

ＦＡＸ
※
車
い
す
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の

方
は
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ

・
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
…
社
会

福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

�　

－

７
０
３
３
ま
た
は
各
総

２４
合
支
所
健
康
福
祉
課

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
…
高
年
福

祉
課
高
年
支
援
係

�　

－

０
０
５
５
ま
た
は
各
総

２９
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

竹
野
北
前
館
で
は
、

施
設
の
改
修
整
備
工

事
の
た
め
、
工
事
期

間
中
は
全
館
休
館
し

ま
す
。
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
休
館
期
間　

３
月　

日（
月
）〜

３０

７
月　

日（
金
）

１７

▽
問
合
せ　

竹
野
総
合
支
所
地
域

整
備
課
�　

－

９
０
７
６

２１

　

神
棚
と
仏
壇
の
ろ
う
そ
く
や
線

香
が
原
因
と
な
る
火
災
が
あ
り
ま

す
。
ろ
う
そ
く
の
火
が
供
花
や
供

物
に
燃
え
移
っ
た
り
、
線
香
が
落

下
し
て

火
災
に

な
っ
た

こ
と
が

あ
り
ま

す
。

　

普
段

か
ら
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
火
災

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
災
予
防
法

○
ろ
う
そ
く
に
火
を
つ
け
た
ま
ま

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

○
ろ
う
そ
く
立
て
に
合
っ
た
大
き

さ
の
ろ
う
そ
く
を
使
用
す
る
。

○
ろ
う
そ
く
と
供
花
、
供
物
を
十

分
に
離
す
。

○
電
気
式
の
灯
明
な
ど
は
、
定
期

的
に
器
具
や
配
線
に
異
常
が
な

い
か
点
検
す
る
。

○
マ
ッ
チ
の
擦
り
が
ら
は
、
専
用

の
擦
り
が
ら
入
れ
を
使
用
し
、

こ
ま
め
に
捨
て
る
。

○
神
棚
や
仏
壇
の
内
部
や
周
囲
は

常
に
整
理
整
頓
す
る
と
と
も
に
、

経
台
、
仏
壇
前
の
敷
物
や
座
布

団
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

　

�　

－

１
１
１
９

２４

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

＆

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
追
加

そ
の
他

そ
の
他

竹
野
北
前
館
の
休
館

神
棚
や
仏
壇
の
火
災

「必ずチェック最低賃金！　　　　
　　　　　　使用者も　労働者も」

◆兵庫県の最低賃金

▽地域別最低賃金（平成２０年１０月２２日発効）

時間額
兵庫県最低賃金

７１２円

▽産業別最低賃金（平成２０年１２月１日発効）

時間額最低賃金の適用業種

７５０円繊維工業、靴下製造業

８５７円塗料製造業

８３９円鉄鋼業

８２２円
はん用機械器具製造業
生産用機械器具製造業
業務用機械器具製造業

７８６円
電子部品・デバイス・電子回路製
造業、電気機械器具製造業、
情報通信機械器具製造業

８５７円輸送用機械器具製造業

７８８円
計量器・測定器・分析機器・試験
機・測量機械器具製造業

７５８円各種商品小売業

８０２円自動車小売業

※最低賃金は、パートタイマー、アルバイトな
ど、すべての労働者に適用されます。

▽問合せ　労働基準監督署�２２－５１４５
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

◆
部
（
企
画
調
整
部
、
県
税
部
、

県
民
生
活
部
、
地
域
振
興
部
、

県
土
整
備
部
）・
担
当
参
事
を
廃

止
し
、
総
務
室
、
県
民
室
を
設

置
◆
事
務
所
を
統
合
再
編

○
和
田
山
県
税
事
務
所
↓
豊
岡
県

税
事
務
所

○
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
…
保

健
関
係
業
務
を
豊
岡
健
康
福
祉

事
務
所
に
移
管
し
、
生
活
保
護

業
務
等
を
所
管

○
八
鹿
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

↓
朝
来
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
養
父
地
域
普
及
所

○
和
田
山
分
室
↓
総
務
室
に
統
合

◆
事
務
所
の
名
称
変
更

○「
和
田
山
」を
冠
す
る
事
務
所
↓

「
朝
来
」に
改
称

○「
八
鹿
」を
冠
す
る
事
務
所
↓

「
養
父
」に
改
称

○
豊
岡
農
林
振
興
事
務
所
↓
豊
岡

農
林
水
産
振
興
事
務
所

○
土
木
事
務
所「
事
業
所
」↓「
業

務
所
」

※
村
岡
事
業
所
↓
香
美
業
務
所

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
企
画
調

整
部
総
務
担
当

　

�　

－

３
６
０
２

２６

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
４
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午

　

４
月
、
５
月
の
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

後
５
時

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

１
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
３
、
１
５
０
円
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

　

�
０
１
２
０－

９
７
９－

４
５
１

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

�
０
７
８－

３
９
３－

１
８
０
３

但
馬
県
民
局
の
組
織
が

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

担当医師月　日

中沢　洋
（出石町本町）

５日

４

月

國屋正史
（養父市八鹿町）

１２日

赤松　亮
（九日市下町）

２６日

５月のテーマ
内　　　　容曜日

小児の血尿と蛋白尿　月

口は健康のバロメーター火

スポーツと疲労骨折水

くり返す膀胱炎の予防木

高齢者の睡眠障害について金土日

４月のテーマ
内　　　　容曜日

白内障手術を受けた人の注意点
 ―眼内炎、メガネのこと―

月

大人の歯列矯正火

高血圧症の新しい考え方
―２００９年ガイドライン― 水

アレルギー性鼻炎の減感作療法木

新しいニキビの治療薬金土日

　

豊
岡
市
区
長
連
合
会
は
、
市
の

区
長
協
議
会
、
町
内
会
長
会
の
相

互
の
連
絡
調
整
や
市
行
政
と
の
連

携
を
密
に
し
、
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
築
く
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

２
月　

日
、
連
合
会
の
第
１
回

２６

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成　

年
２１

の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

�　

－

１
１
１
６

２３

出身地区氏　　名役職

豊岡（市街地）日下部昌男会　長

日高（日高地区）吉田　　勲

副会長

城崎（城崎地区）岩本　久義

竹野（竹野地区）安田　重雄

出石（小野地区）多根　　徹

但東（高橋地区）田中　　貢

豊岡（奈佐地区）竹中　誠男会　計

竹野（中竹野地区）山根　昌勝
監　事

但東（合橋地区）土肥　隆良

豊岡（市街地）高木　　務

理　事

豊岡（八条地区）尾畑冨久雄

豊岡（田鶴野地区）井川　栄治

豊岡（三江地区）森田　　進

豊岡（五荘地区）白谷　光利

豊岡（新田地区）岡　　　正

豊岡（中筋地区）森　　義寛

豊岡（港地区）嶋�　宏之

豊岡（神美地区）平尾　正保

城崎（城崎地区）井藤　　宏

竹野（竹野南地区）橋本　幹夫

日高（国府地区）菅村　和弘

日高（八代地区）長谷川豊夫

日高（三方地区）小田垣　勇

日高（清滝地区）岡森　和清

日高（西気地区）井上　正治

出石（弘道地区）金澤　省三

出石（室埴地区）井谷　　清

出石（小坂地区）大原　博幸

但東（資母地区）京極　玄之

豊
岡
市
区
長
連
合
会
の

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

（敬称略）
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３日（日・祝） 
　北前まつり（竹野浜） 
２４日（日） 
　田結わかめまつり（田結漁港ほか） 
　奈佐森林公園まつり（奈佐森林公園） 
３１日（日） 
　ＴＡＪＩＭＡＤＯＭＥフェスティバル 
　（県立但馬ドーム） 
　コウノトリに出遇え 
　る歴史の道ウォーキ 
　ング（戸島湿地～県立コウノトリの郷公園） 

６日（土） 
　きのさき温泉ＹＯＳＡＫＯＩまつり 
　（城崎温泉街） 
　植村直己冒険賞特別賞 
　授賞式記念講演会 
　（日高文化体育館） 
下旬 
　ラベンダーまつり 
　（片間ふれあい農園） 

１２日（日） 
　川に親しむつどい 
　（竹野川・竹野町鬼神谷） 
２３日（木）・２４日（金） 
　日高夏まつり 
　（ＪＲ江原駅周辺） 
３０日（木） 
　たけの海上花火大会 
　（竹野浜海水浴場） 
下旬 
　コウノトリ但馬空港 
　フェスティバル 
　（コウノトリ但馬空港） 

１日（水） 
　あいたい兵庫デスティネーション 
　キャンペーンオープニングイベント 
　（ＪＲ城崎温泉駅前） 
５日（日） 
　城崎温泉流しびな（城崎温泉街） 
中下旬 
　たんとうチューリップまつり（但東町畑山） 
１９日（日） 
　出石そば喰い大会（出石総合支所前広場） 
２３日（木）・２４日（金） 
　城崎温泉まつり 
　（城崎温泉街） 
２９日（水・祝） 
　清滝溶岩流まつり 
　（日高町山宮） 

１日（土）・２日（日） 
　柳まつり（豊岡市街地・総合体育館前広場） 
２日（日） 
　神鍋火山まつり（神鍋山周辺） 
４日（火） 
　城崎温泉ふるさと祭り 
　〈ゆかたの日〉（城崎温泉街） 
１１日（火）～１５日（土） 
　出石藩 夏祭り（出石市街地） 
中旬 
　中畑山ひまわりまつり（但東町畑山） 
　　　　　　３０日（日） 
　　　　　　　 兵庫神鍋高原マラソン全国大会 
　　　　　　　（神鍋高原周回コース・県立但馬
　　　　　　　 ドーム発着） 

１９日（土） 
　但州湯島の盆 
　（城崎温泉街） 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

た　　　じ　　　ま　　　ド　　　ー　　　ム 

よ　　　さ　　　こ　　　い 

MAY

JUNE

JULY

AUGUST

SEPTEM
BER

APRIL

上半期 

※平成２１年３月１０日現在の主な予定です。 
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１１日（日） 
　出石だんじり祭り（大手前広場） 
１２日（月・祝） 
　とよおかスポーツフェスティバル 
　（県立但馬ドームほか） 
１４日（水）・１５日（木） 
　秋まつり（城崎温泉街） 
１０月３０日（金）～ 
　１１月３日（火・祝） 
　豊岡市美術展 
　（総合体育館） 
下旬 
　台風２３号メモリアル事業 
　（市内） 
　大石りくまつり（市内） 

２２日（火） 
　柚子湯（城崎温泉外湯・旅館） 

上旬 
　“元気ひだか”神鍋冬まつり 
　　（アップかんなべ中央ゲレンデ前ほか） 
　たんとう雪まつり（日本・モンゴル民族博物館） 
２１日（日） 
　とよおか津居山港かにまつり 
　（津居山港小島岸壁） 
２７日（土） 
　東井義雄賞いの 
　ちのことば入選 
　作品発表会・記 
　念講演会（但東 
　市民センターホ 
　ール） 

１日（日） 
　但東いろどりフェスタ 
　（自然ふれあいセンター「やまびこ」前駐車場） 
３日（火・祝） 
　マロニエまつり（道の駅「神鍋高原」） 
　出石お城まつり（出石城跡周辺） 
８日（日） 
　阿瀬渓谷紅葉まつり（阿瀬渓谷・日高町羽尻） 
１１日（水）・１２日（木） 
　いずし新そばまつり（出石総合支所前） 
１５日（日） 
　近畿・東海・北陸ブロッ 
　ク民俗芸能大会（出石 
　永楽館） 
　たけのカニカニカーニバル 
　（竹野北前館駐車場） 
２３日（月・祝） 
　かに王国開国式 
　（ＪＲ城崎温泉駅前） 
下旬 
　但東冬の光フェスタ 
　（但東総合支所前広場） 

１０日（日） 
　豊岡市成人式（市民会館） 
３１日（日） 
　神鍋高原歩くスキー遠足 
　（神鍋高原） 

１９日（金）～２１日（日） 
　出石初午大祭（出石城跡周辺） 
２７日（土）～４月３０日（金） 
　出石さくらまつり 
　（出石城跡） 
下旬 
　西宮市吹奏楽団演奏会 
　「春風のプレゼント」 
　（日高文化体育館） 

月 

月 

月 

月 

OCTOB
ER

月 DECEM
BER

月 JANUAR
Y

FEBRUA
RY

MARCH

下半期 
平成21年度 
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4月の予定
図書館本館4月のカレンダー

土金木水火月日

4321
111098765
18171615141312
25242322212019

3029282726
■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　

いっしょにおはなし会
２日・９日・１６日・２３日　毎週木曜日　午前１０時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳ぐらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのゆりかご
２日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

土曜としょかん
１１日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・アシカのさんぽ（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
１０日（金）申込期限

土曜おはなしのへや
２５日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�２１‐９０７２
（城崎総合支所２階）　

３日（金）・１７日（金）　いずれも午前１１時～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

おはなしのこべや
１１日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙遊び内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�２１‐９０７８
（竹野総合支所３階）　

第１回古文書講座

〈初級〉午後１時２０分～２時５０分
１９日（日）日　時

〈中級〉午後３時～４時３０分
本館　視聴覚講演室（２階）場　所

おはなし会
２５日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしのへや（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

１１日（土）午前１１時～４日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

２５日（土）午前１０時３０分～日　時
但東分館　キッズコーナー場　所
絵本の読み聞かせと工作内　容

おはなしのもり

〈テーマ〉であそぼ！
“おめでとう！みーんな大きくなったね”

１１日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児～一般対　象
入園・入学に関連した絵本の読み聞かせや塗り
絵、切り絵、折り紙などの工作内　容

１日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２５日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、折り紙遊び　ほか内　容

おはなし会

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター内）　

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

絵本からのおくりもの
１１日（土）・２５日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

２６日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

おはなし会

平成２１年度受講生を募集しています。
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4月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 火曜日休館 

但東子育てセンター　　２１-９０７９ 
（但東中央体育館） 土（午後）・日・月曜日休館 

お花見散歩
８日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター裏の公園場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
桜並木を歩きましょう。公園では体操やゲーム
をします。内　容

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館内） 土（午後）・日・月曜日休館 

パパと遊ぼうデー
４日（土）午前１０時３０分～１１時２０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所

就学前の乳幼児とお父さん（お母さんやきょう
だいの参加可）対　象

リズム遊び＆親子遊び、パネルシアター内　容

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
６日（月）・２３日（木）午前１１時～ほっとたいむ

日　時
２７日（月）午前１０時３０分～おやこふれあいたいむ

子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。内　容

午前中は身長や体重の計測をします。その他

なかよし広場
１６日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

１４日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス♪♪

２１日（火）午前１０時１５分～午後０時３０分日　時
竹野中央公園場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

竹野中央公園に歩いて行きます。雨天の場合
は、センターで遊んでお弁当を食べます。内　容

お弁当、ベビーカー可持ち物

お弁当持って、お花見に行こう！

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター） 土・日・水（午後）曜日休館 

お花見ミニハイキング
３日（金）午前１０時３０分～午後１時３０分日　時
出石城跡周辺場　所

就学前の乳幼児と保護者
※きょうだいの参加可対　象

城跡周辺広場で遊びましょう内　容
お弁当、お茶、ベビーカー可持ち物

リニューアルオープン記念イベント
１７日（金）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
「動くこどもの館号」による親子ふれあい遊び内　容

子育てミニ講話
２３日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
保健師の話「予防接種について」内　容

わらべうたあそび
１５日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
簡単なわらべうた＆折り紙（こいのぼり）遊び内　容

子育て座談会
２２日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時
豊岡市民プラザ　練習室場　所
子育てについての座談会、ワンポイントアドバ
イス内　容

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

講　師
６日（月）～２０日（月）申込期間

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 土・日・月曜日休館 

こいのぼり製作
１５日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
ミニこいのぼりの製作内　容
１０日（金）申込期限

遊ぼう会
２２日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
異年齢児と自由遊び内　容

日高子育てセンター 　４２-４６１０・２１‐９０５８ 
土・日・火曜日休館 

4月10日（金）から日高総合支所3階へ移転します。 
（3月27日（金）～4月9日（木）臨時休館） 

リニューアルオープンセレモニー
１０日（金）午前１０時～１０時３０分日　時
日高子育てセンター場　所
あいさつ、歌とダンス内　容
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 

◇上　演　日　８月８日（土）・９日（日）
◇内　　容　戦争体験の手記などをもとにした自主

制作による朗読劇の上演
◇募集人員　２０人程度（制作･朗読･舞台製作･上演

スタッフ）
◇資　　格　高校生以上（高校生は保護者の同意が

必要）
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記入の上、
持参、郵送、またはファックスで申し込
みください。

◇申込期限　４月３０日（木）必着

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）　�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）
〒６６８‐００３１　大手町４‐５　メールアドレス plaza@city.toyooka.lg.jp

■豊岡市民プラザ開館５周年記念事業
～出石永楽館共同企画～

　豊岡市民プラザ開館５周年を記念して、市民参加地
域文化創造事業の演劇ファクトリー 
Ｖｏｌ．５『終わりなき蒼茫』を出石永楽
館で開催します。

　４月２９日（水・祝）
　　開演１４：００（開場１３：３０）
◇場　所　出石永楽館（出石町柳）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般（シングル）１，０００円（ペア）１，５００円
　　　　　高校生以下・６５歳以上７００円（当日券は各
　　　　　２００円増、ペアチケットは前売りのみ）◇
チケット発売中
※チケットは、豊岡市民プラザのほかに出石永楽館、
市民会館、図書館本館、城崎 ･竹野 ･日高地区公民
館、ひぼこホール、但東市民センターでも購入でき
ます。

■第57回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンで、毎月１回程度コンサートを開催して
います。気軽にお立ち寄りください。

　４月１８日（土）開演１４：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　マエストロ足立
◇内　容　リサイクル楽器のリサイタル
◇曲　目　コンドルは飛んで行く、千の風になって

ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

　ひぼこホールの開館１５周年を記念して、メモリア
ルコンサートを開催します。ぜひ、お楽しみください。

　４月１９日（日）
　開演１８：３０（開場１８：００）
◇入　場　料　全席自由５００円
◇参加団体　出石地域の合
　　　　　　唱団体
◇チケット発売中

■ひぼこホール開館１５周年記念
メモリアルコンサート

演劇ファクトリーVOL.５
『終わりなき 蒼  茫 』出石永楽館公演

そう ぼう

■「フォークまつり」出場者募集
　社会人を中心に活動されている音楽グループの方、
普段の練習の成果を、きらびやかなステージの上で
披露して見ませんか。
◇開　催　日　７月５日（日）
◇場　　所　ほっとステージ
◇募集組数　５組程度
　　　　　※応募者多数の場合は抽選になります。
◇資　　格　市内またはその周辺地域で、社会人を

中心とした音楽活動をしている団体
（ただし、フォーク系音楽で生演奏に限
ります）

◇そ　の　他　出演時間は１団体につき２０分を予定し
ています。また、プロのミュージシャン
の出演を予定しています

◇申込方法　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、
持参または郵送で申し込みください。

◇申込期限　４月３０日（木）必着

■平和を願う朗読劇・豊岡２００９
『祈り－１９４５』自主上演実行委員募集

　豊岡市民プラザでは、朗読劇（戦争体験の手記など
をもとにしたもの）の上演に向けて、制作・朗読・舞台製
作・上演スタッフに携わる実行委員を募集します。平和
への願いを込めて、あなたも参加してみませんか。

出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

　でんじろう先生のあっと驚く不思議実験！間近で
見てみませんか。どんな実験が飛び出すかは見ての
お楽しみ！

　６月２０日（土）
　　　　　開演１３：３０（開場１３：００）
◇入場料　指定席２，５００円
　　　　　自由席　大人２，０００円
　　　　　中学生以下１，３００円
　　　　　子ども２人目以下５００円　
◇チケット発売日　友の会　発売中
　　　　　　　　　一　般　３月２８日（土）

■米村でんじろう先生の
おもしろサイエンスショー

市民会館
�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）

　創造的な地域文化の拠点となるホールのスタッフ
養成を目的として、舞台・照明・音響などの舞台技
術の養成講座を実施します。
◇講座期間　５月２０日（水）～７月８日（水）
　　　　　　（開講式、基本講座、実習講座、閉校式）
◇内　　容　舞台・照明・音響・アナウンス・フロアな

どの基礎知識に関する講義と実技
◇募集人員　２０人程度
◇資　　格　高校生以上（高校生は保護者の同意が

必要）
◇申込方法　所定の応募用紙またははがきに住所、

氏名、年齢、性別、電話番号、動機を記入
の上、持参、郵送、またはファックスで
申し込みください。

◇申込期限　５月１０日（日）必着

■豊岡市舞台技術養成入門講座（第７期生）募集
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月の主な行事 平成２１年 4
April

平成２１年３月１日現在（前月比） 

（住民基本台帳＋外国人登録総数） 
豊岡市の人口 

合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,061 

43,131 

46,930 

31,949

（－66人） 

（－17人） 

（－49人） 

  （－19世帯） 

日高子育てセンターリニューアルオープン
記念イベント（１０：３０～日高子育てセンター）

（金）１７

�子母神大祭（法華寺〔但東町赤花〕、～１９日）
第５７回サロンコンサート

（１４：００～豊岡市民プラザ）

（土）１８

出石そば喰い大会
（１１：００～出石総合支所前広場）

ひぼこホール開館１５周年記念メモリアルコン
サート（１８：３０～出石文化会館ひぼこホール）

（日）１９

（月）２０
お弁当持って、お花見に行こう

（１０：００～竹野子育てセンター）
（火）２１

遊ぼう会（１０：３０～城崎子育てセンター）（水）２２
絵本の読み聞かせ

（１０：３０～城崎子育てセンター）
子育てミニ講話

（１０：３０～日高子育てセンター）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）
城崎温泉まつり（城崎温泉街、～２４日）

（木）２３

（金）２４
神鍋高原水仙まつり
（アップかんなべ中央ゲレンデ、～２６日）

（土）２５

豊岡市長選挙・豊岡市議会議員補欠選挙
（７：００～市内各投票所）

ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（日）２６

おやこふれあいたいむ
（１０：３０～子育て総合センター）

（月）２７

（火）２８
昭和の日
新緑ハイキング（大師山ハイキングコース）
神鍋溶岩流健康ウォーク

（９：００～清滝地区公民館）
清滝溶岩流まつり（９：３０～日高町山宮）
演劇ファクトリーｖｏｌ．５　終わりなき 蒼  茫 

そう ぼう

　出石永楽館公演（１４：００～出石永楽館）

（水）２９

絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

（木）３０

固定資産の価格等の縦覧（８：３０～税務課または
各総合支所市民生活課、～３０日）

兵庫県大型観光交流キャンペーン（あいたい兵庫
デスティネーションキャンペーン）オープニング 

イベント（１１：００～ＪＲ城崎温泉駅前）
第１６回企画展「古代陶芸の美　須恵器展」

（９：００～但馬国府・国分寺館、～７月７日）
第４３回企画展「モンゴルの伝統絵画　Ｄ．ウルタナ
サン」（９：３０～日本・モンゴル民族博物館、～１４日）
いずしの春を告げるひな祭り

（９：３０～出石史料館、～４月６日）

（水）１

ハチゴロウの戸島湿地オープニングセレモニー
（１０：３０～ハチゴロウの戸島湿地）

（木）２

（金）３
ジュニア陸上教室・合同記録会（９：００～

出石総合スポーツセンター陸上競技場）
パパと遊ぼうデー

（１０：３０～子育て総合センター）

（土）４

豊岡市日高消防団消防出初式
（９：００～日高総合支所前駐車場）

豊岡高等学校音楽部リサイタル
（１４：００～豊岡市民プラザ）

城崎温泉流しびな（１０：３０～城崎温泉街）

（日）５

ほっとタイム（１１：００～子育て総合センター）（月）６
（火）７

お花見散歩（１０：００～但東子育てセンター）（水）８
（木）９

日高子育てセンターリニューアルオープン
（１０：００～日高子育てセンター）

（金）１０

（土）１１
清滝さくらまつり（１０：００～清滝地区公民館）
桜づつみ 観  桜  会 （１１：００～国府ふれあい公園）

かん おう え
（日）１２

（月）１３
わいわいコーラス

（１０：００～竹野子育てセンター）
松岡 御柱 まつり（１８：３０～日高町松岡）

お と う

（火）１４

こいのぼり製作（１０：３０～城崎子育てセンター）（水）１５
第４４回企画展写真展「カザフの土地と暮らし」
（９：３０～日本・モンゴル民族博物館、～６月３０日）
なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
手遊び・ダンスの会（１０：３０～日高子育てセンター）

（木）１６

▼
う
ら
ら
か
な
春
は
心
躍
る
こ
と
ば
か

り
で
な
く
、
卒
業
、
異
動
な
ど
慣
れ
親

し
ん
だ
人
と
離
れ
る
さ
み
し
さ
も
…
。

け
れ
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、

新
風
を
運
ん
で
も
ら
え
る
機
会
と
前
向

き
に
考
え
よ
う
。
春
に
は
、
「
物
事
の

始
ま
り
」
の
意
も
あ
る
の
だ
か
ら
。
�

▼
日
々
暖
か
く
な
り
、
う
れ
し
く
思
っ

て
い
た
ら
、
く
し
ゃ
み
の
回
数
も
日
々

増
え
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

心
な
し
か
目
も
か
ゆ
く
、
花
粉
症
の
兆

候
が
…
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
後

は
花
粉
症
対
策
。
ま
だ
ま
だ
、
マ
ス
ク

の
売
れ
行
き
は
良
さ
そ
う
で
す
。　

○Ｄ
 

▼
定
額
給
付
金
が
間
も
な
く
振
り
込
ま

れ
ま
す
。
早
速
、
１
千
円
お
得
な
コ
ウ

ノ
ト
リ
商
品
券
を
購
入
し
て
買
物
を
し

よ
う
。
こ
の
券
で
豊
岡
の
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
…
。
５
９
０
を

超
え
る
お
店
の
中
か
ら
、
何
を
買
お
う

か
な
。
９
月
ま
で
に
使
わ
な
く
て
は
○Ｙ
 

▼
春
の
季
語「
桜
」。
豊
岡
の
ま
ち
が
桜

色
に
染
ま
る
こ
ろ
、
別
れ
と
出
会
い
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
片
手

に
い
ろ
ん
な
所
へ
行
っ
た
と
き
を
思
い

返
し
、
今
後
の
出
会
い
に
期
待
が
膨
ら

ん
で
い
ま
す
。
い
つ
か
見
た
風
景
に
も

ま
た
出
合
え
る
と
い
い
で
す
ね
�　

� ○ Ｉ 1○ Ｉ 2
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下級武士（足軽）の暮らしを伝える長屋家敷 

出石武家長屋資料館 出石武家長屋資料館 出石武家長屋資料館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り １５ 

■所 在 地　豊岡市出石町松枝１５９ 
■開館時間　１０:００～１６:００ 
■休 館 日　毎週月～金曜日、年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　大人１００円、高校・大学生８０円、小中学生 無料 

426

出石武家長屋資料館 

出石総合支所 
伊藤清永美術館 

出石家老屋敷 

出石中学校 

辰鼓楼 
出石永楽館 

出石城跡 

至但東 
豊岡南警察署 
出石警部派出所 

谷
山
川
 

出
石
川
 P

P

P

▲教育委員会出石分室の
　清水由紀子がご案内します。

Trademark of American Soybean Association

「広報とよおか」は、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

　出石武家長屋資料館は、下級武士（足軽）の住居で、慶応２年（１８６６年）２月４
日にこの付近であった大火の直後に建てられました。出石藩の城下町は上級武
士を城の近くに、下級武士は城下町を囲むように配置されており、江戸時代の
城下図によるとこの辺りには、「御足軽」と書かれた武士の住居と「かじ屋」
「大工」などの町人の住いが混在していました。
　瓦屋根の建物ばかりになったこの城下町の中で、 茅  葺 屋根のこの建物は、以

かや ぶき

前の町屋の多くが茅葺であったことを伝える貴重なものです。内部の間取りは
当初のままで、道に面した２室には格子窓がつき、上手の部屋を座敷とし、床
と棚を設けています。下手奥の板敷きの間には 囲  炉  裏 があり、日常の生活空間

い ろ り

とみられます。下級ながらも日常の部屋と接客用の部屋を明確に区別している
点は、武家のたたずまいの特徴と言えます。

　風呂桶の端に桶を仕込み、炭を入
れた金属製の容器を入れてお湯を沸
かす昔ながらの風呂場となっています。

▲風呂場
　江戸末期に豊岡に生まれ、明治政
府で文部大臣を勤めた久保田　 譲 の

ゆずる

書です。

▲横額
　旧家の食生活の様子を塗りの食器
や膳、おひつ、酒器などで紹介して
います。

▲展示品

　接客に使われた部屋には、質素な
がらも床の間や袋戸棚があり、武家
の住宅らしい造りになっています。

　囲炉裏があり、周りは板間になっ
ています。家族が生活する部屋で、
畳は敷かれていません。

　旧家にあった昔の道具を展示して
います。小学生たちも昔の暮らしの
学習に訪れます。

▲座敷 ▲囲炉裏の間 ▲土間


